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昭
和

一
〇
年
九
月
～

=

一月

アチ ック ミューゼ アムQ誌(1)

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
は
、
澁
澤
敬
三
が
主
宰
し
た
か

つ
て
の
ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
ー
ゼ
ア
ム

(昭
和

一
七
年

に
日
本
常
民
文

化
研
究
所
と
改
称
、

昭
和
二
五
年

に
財
団
法
人
化
、
昭
和
五
七
年
神
奈
川
大
学

へ
移
管
・
以
下

「
ア
チ

ッ
ク
」
と
略
記
)
以
来
・
八
〇
年

に
な
ん
な
ん
と
す
る
在
野

の
研
究
所
と
し

て
の
歴
史
を
有
し

て
い
る
。
そ
の
間

に
蒐
集
さ
れ
た
多
種
多
様
な
資
史
料

の
う
ち
大
き
な

コ
レ

ク
シ

ョ
ン
は
、
歴
史

の
経
過

の
な
か
で
、
数
カ
所

の
資
料
保
存
機

関
に
分
割
所
蔵
さ
れ

て
い
る
現
状

で
あ
る
。

特
に
、
戦
後
財
団
化
さ
れ
、
澁
澤
敬
三

の
実
質
的
な
後
ろ
盾
が
な
く
な

っ
て
か
ら
は
、
常
に
財
政
的
な
危
機

に
さ
ら
さ
れ
、
研
究
分
野

や
運
営

の
重
点
が
ほ
ぼ
十
年

の
単
位

で
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
具
体
的
な
研
究
所
運
営

の
様
相
は
な
か
な
か
わ
か

り
に
く
か

っ
た
。

本
研
究
所
も
財
団
法
人
か
ら
運
営

に
関
す
る
大
量

の
資
料
を
受

け
継

い
だ
が
、
そ
の
引
き
継
ぎ
資
料

の
な
か
に
そ
れ
ま

で
の
研
究
所

の

歴
史
を
語
る
資
料
が
す

べ
て
累
積
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
資
料
は
そ

の
時

々
に
運
営

の
中
心
に
関
わ

っ
て

い
た
個
人

に
分
散
所
蔵

cos



さ

れ

て

い
る
場
合

も

多

か

っ
た
。
本

研

究
所

で
は
、

そ

れ
ら
個

人

の
所

蔵

に
帰
し

て

い
た
研
究

所
関

係
資
料

も
収
集

す
る

こ
と

に

つ
と

め

斯

て

い
る
。

今
回
紹
介
す
る
日
誌
も
そ

の
よ
う
な
資
料

の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
日
誌
は
、
戦
後

の
漁
業
制
度
改
革

に
伴
・つ
日
本
常
民
文
化
研
究
所
月

島
分
室

の
活
動

の
中
心
人
物

で
あ

っ
た
宇
野
脩
平
氏

の
所
蔵
資
料
の
な
か
に
入

っ
て

い
た
も

の
で
あ
る
。
宇
野
脩
平
氏
の
活
動

に

つ
い
て

は
網
野
善
彦
氏
の
論
都

が
詳
し

い
の
で
概
略

に
と
ど
め
る
が
、
宇
野
氏
は
昭
和

一
五
年
東
洋
大
学
を
卒
業
後
、
直
ち
に
澁
澤
栄

一
伝
記
史

料
編
纂
会
に
入
り
、
土
屋
喬
雄
氏

の
指
導
を
受
け
、
同
氏

の
推
薦

で
昭
和

一
七
年
か
ら
日
本
常
民
文
化
研
究
所

の
水
産
研
究
室

へ
勤
務
す

る
。
そ

の
後
召
集

復
員
後

水
産
庁
外
郭
団
体

の
水
産
研
究
会
研
究
員
等
を
経
て
、
漁
業
制
度
資
料

の
蒐
集
計
画
を
す
す
め
、
財
団
化

さ
れ
た

日
本
常

民
文

化
研
究

所
月
島

分
室

を

リ
ー

ド
し

て

い
く

よ
う

に
な

る
。

こ

の
よ
う

な
動

き

の
な

か
で
、

い

つ
し

か
宇
野
氏

の
手

元

に
こ

の

「
日
誌
」

が
わ

た

っ
た
も

の
と
推
測

さ
れ

る
。

日
誌

は
・
縦

一
四

・
○

×
横

二

〇

・
七

セ

ン
チ

イ

ト

ル
、
全

九

六
葉

の
無
罫

の
イ

ト

に
童
日
か
れ

て

い
る
。

ノ
ー
ト

は
、
表

紙

が

レ

ン
ガ
色

の
厚

紙
、
中

身

は

い
わ

ゆ
る
ザ

ラ
紙

で
、

紙
質

は
良

い
と

は
言
え
ず

、

そ

の
た

め
傷

み

が
激

し

い
。

裏
表

紙

に

「
東
京

伊
東

屋
」

の
ラ

ベ
ル
が
あ

る
こ
と

か
ら
東
京

銀
座

の
文
具

店

・
伊
東

屋
製

で
あ

る

こ
と

が
わ

か
る
。

表
紙

に

は
毛
筆

で

「
日
誌

昭
和

十
年

九

月

百

袖
山

浜
田

高
木
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
昭
和

δ

年
九
月

百

に
童
.き
起

こ
さ
れ
、
昭
和

一
二
年
ま
で
は
ほ
ぼ
毎

呈

.

き
継
が
れ
て
い
る
が
、
昭
和

=
二
年
五
月
以
降
、

一
カ
月

に

丁

三
項
目
程
度

の
記
載
と
な
り
、
昭
和

面

年
は

百

二
〇
日
の
み
の
記

載

で
、

日
誌

は
終

わ

っ
て

い
る
。

記
入
者

は
・
当

時

ア
チ

ッ
ク

の
出

版
業
務

を
担

っ
て

い
た

高
木

一
夫

と
、

ア
チ

ッ
ク

の
書

生

で
あ

っ
た

浜
田
国
義

、
袖

山
富
吉

で
あ

る
。

鉛
筆

ペ

ン
・
あ

る

い
は
毛
筆

で
、

日

々
の
業

務
-

例

え

ば
印

刷
所

と

の
や

り
と

り
な

ど
出

版
業

務

や

図
書

整

理

の
進

行

具

合

な

ど

ー

を

中
心

に
記

さ
れ

て

い
る

が
、

そ

の
ほ
か
所
員
、

同

人

の
来
所

や
宿
泊
、

時

々
の
話
題

、
研

究
会

や
歓
迎

会
開
催

の
こ
と
な
ど

、
そ

の
当

時

の
ア
チ

ッ
ク

の
日
常
的
な

様

子

が
、
研
究

活
動
を

下

支
え
し

て

い
た
視
点

か
ら

記
さ
れ

た
業
務

日
誌

で
あ

る
と

い
え

る
。



昭
和

一
〇
年

は
、

ア
チ

ッ
ク

の
基

本
的

な
活
動

が
軌

道

に

の
り
、
数

多
く

の
出
版

、
調
査

な

ど
が
計
画
「

実
施

さ

れ
て
お

り
・
そ

れ

に

伴

う

様

々
な
事
務
処

理
が
出

来
し

て

い
た

こ
と

が
知
ら

れ
る
。

A
コ
回
は
紙

幅

の
都

A
口
で
、

昭
和

一
〇
年

分
を

翻

刻
し

た
。
ま

た

日
誌

と

い
う
資
料

の
性

格

か
ら
、
略

記
、

メ

モ
的

記
載

が
多

い
た
め
・

わ

か

る
範

囲

で
註
を
施

し
た

。

こ

の
註

に

つ
い
て

は
、
手
持

ち

の
資
料

を
基

に
作

成

し
た

が
、

不
明
な
点

や
誤

っ
た

記
載

が
多

々
あ

る
と

思
わ

れ

る
。

こ

の
点

に

つ
い
て
は
A
,後

も

調
査
を

つ
づ
け
、
ま

た
大
方

の
ご
指
摘

ご
指

導
を

い
た
だ
き
、

随
時

訂
正
・

加
筆

し

て

い
き

た

い
と
考
え

て

い
る
。
多

く

の
情

報
を

お
寄

せ

い
た
だ
き

た
く

、

ご
協

力
を

お
願

い
申

し
上

げ
た

い
。

(筆

写

●
文
責

窪
田
涼
子
)

註「戦
後

の
日
本
常
民
文
化
研
究
所
と
文
書
整
理
」
『神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
論
集

返
却
の
旅
』
(
一
九
九
九

中
央
公
論
社
)
な
ど
。

歴
史
と
民
俗
』

一
三

(
一
九
九
六

李
凡
社
)
、
『
古
文
書

アチ ック ミューゼアム 日誌(1)

(史
料
翻
刻
に
あ

た

っ
て
留
意
し
た
点
)

-
、
人
名
、
童
凹
名
な

ど
に
は
可
能
な
限

り
註
を
附
し
た
。
但
し
現
時
点

で
手

.兀
に
あ
る
資
料
を
基

に
し
た
た
め
、
詳
細

不
明
な
も

の
も
多
く
・
誤
記
も
あ

る
も

の
と
思
わ
れ

る
が
、
A
,
後
、
逐
次
加
筆

、
訂
正
し
て

い
き

た

い
。

276543

原
本

の
う
え

で
、
抹
消
さ
れ
て

い
る
文
字

は
、

〈

〉
内
に
抹
消

し
た
文
字
を
記
し
た
。

例

原
本

「
鬼
喜
界
島
」

↓

翻
刻

「
喜

〈
鬼
〉
界
島
」

例
え
ば

繭

哩

の
様

に
記
し
た
も

の
は
文
字
を
四
角

で
囲
ん
で

い
る
場
合
、
「
翻

」

と
し
た
も

の
は
丸

で
囲
ん
で

い
る
場
合
・
と
し
た
・

句
点
、
読
点
や
、
◆
○
な
ど

の
記
号
は
、
で
き
る
だ
け
原
本

に
即
し
た
か
た
ち
と
し
た
・

改
行

は
、

で
き
る
だ
け
原
本

の
か
た
ち
を
生

か
し

た
が
、
文

が
ひ
と
続

き

の
場
合
な

ど
は
、
適
宜
送
り
込
ん
だ
。

編
集
上

の
註
記
は

【

】

で
示
し
た
。

人
名
な
ど
固
有
名
詞
以
外

の
漢
字
は
原
則
と
し

て
常
用
漢
字
を
使

用
し
た
。
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猛
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「日誌」の表紙(右)と 第1ペ ージ(左)

(神奈川大学日本常民文化研究所蔵)

(表
紙

)
「

日誌

日一月九年十和昭

　
ユ

　

袖
山

ホ
ヨ

ね

浜
田

　
ヨ

　

高
木

」

昭

和
十

年
九

月

一
日

(雨

)

(日
曜

日
)

○
高
木

。

ハゑ

ハ
せ

　

ノ
ー
ト
組
見
本
、
及
村
松
家
作
物
覚
帳
図
版
原
稿
を
見

て
頂
く
。

　
ム

　

ノ
ー
ト
の
組
は

五
十
字

二
十
行
と
決
定
、
万
作
覚
帳

は
原
本
を

　
ヱ

　ヱ

探
し
て
み
た
が
依
然
な
し
。
大
島
来
り
午
後
松
や
に
ゆ
き

か

へ

す

)

(
10

)

(
11

)

っ
て
夜
は
僧
楽
園
に
村
上
氏
送
別
会
あ
り
、
再
度
か

へ
っ
て
足
半

写
真
編
輯

に
従

ふ
、
十

一
時

二
又
帰
る

◎
同
國
圏

日
曜

日
だ

っ
た

か
ら
、

と
言

ふ
わ

け

で
も
な

か

っ
た
が
、
之

と
言

ふ

べ
き

仕

事

を

し

な

か

っ
た

の
を

遺

憾

に
思

ふ

只
、

「
文

献

1:



アチ ック ミューゼア ム日誌(1)

ハヨ

ハビ

索
隠
」

(五
十
澤
氏
指
図
)

の
発
送
準
備

と
雑

用
や
ら
で
、
今

日

　
　
　

を
送
る

今
朝
か
ら
文
庫
内

の
掃
除
を
袖
山
さ
ん
に
代

っ
て
受
持

つ
事

に
し
た
。

(終
り
)

九
月

二
日
、

雨
、

曇
、

(火
)

○
高

木

、

足
半

写
真

〈
作

〉
編
輯

◆
同
…圏

　
　
　

終

日
、
書
庫

に
頑
張

っ
て
、

カ

ー
ド
書

き
と
台
帳

へ
の
記

入
を
な

す

(但

シ
本

日

ヨ
リ
)

未

だ
馴

れ

な

い
故

か
、
遅

々
と

し

て
捗

ど
ら
ず
、

夜
業

ま

で
し

て
僅

か
武
棚

し

か
整

理
出

来

な

か

っ
た

の

は
、
如

何

に
も

心
細

き
次

第

P

(終

り
)

九

月

三

日

晴

、

曇

、

(水

)

◆
圓

問圏

一
日
中
書
庫

"
カ
ー
ド
書
き
丈

ケ

タ
方
は
、
麻
布
商

工
学
校

へ

行
き
編
入
試
験
を
受
け
て
来
る
、
兎

に
角
、
増
耶
P
…

夜

「
文

献
索
隠
」

(五
十
澤
氏
指
図
)

の
発
送
準
備
を
手
伝

ふ

就
寝
十

二
時
過
ぎ
。

○
高
木
、

足
半
写
真
編
輯
。

早
川
歴

覚
帳
」
地
図
原
稿
プ
・
先

に
返
す
・
訂
正
の
部
分
萱

五
時

帰

る
。

九
月
四
日

(曇
)

○
高
木
。

足
半
写
真
編
輯
了
。

ハ　

　ヨ

川
崎

よ
り
有
賀
来
り
、
「
村
松
家

万
作
覚
帳
」
初

校
全
部
渡

す
、

表
の
校
正
共
。
洋
服
地
を
頂
く
、

○
袖
山

朝

〈
図
書
〉
よ
り
正
午
近
く
迄
図
書
趨

.
後

マ
ン
ス
噂
原
稿

お

　

作

成
。

午
後

お
次

。

◆

浜

田
。

　　

午
前
中
、
神
田
の
十
字
屋
行

教
科
書
求

め
に

午
後

書
庫

に
て
カ
ー
ド
書
き
。

九
月
五
日
。

(曇
)

◆

圓
國
四
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午
前

午

后
、

文
庫

に
て
高

木
氏

指
図

の
も

と

に
、

図
書

整
理
、

　　

(但

シ
タ
刻

暫
時
、
小
川
氏

の
ア
シ
ナ
カ

の
整
理
手
伝
す

◎
昨
晩

か
ら
学
校

へ
通
ふ

先
生
始
め
皆

の
方

々
に

心
か
ら
な

る
感
謝
を
捧
げ

つ
〉

(終

り
)

○
高
木
。

　
あ

　

保
谷
村

郷

土
資

料

写
真
編

輯
。

九

月

六
日
。

(曇
)
、

○
高
木

、

「保

谷
」

写
真

、
及
、

「
万

作

覚

帳
」

附
録

写

真

、
プ

ロ
セ

ス

に

渡
す
・
見
本
出
来

豊

と

〈決
〉
仮
定
す
。
高
臨

よ
り
原
稿

送
還

。

◆
國
園
]

終

日
文
庫

に
て
、

カ

ー
ド
よ

り
控
帳

へ
の
転

記

を
な

す
。

⑯午
前
中
図
書
整
理
、

午
後

お
次

九
月
七
日

(晴
)
土
曜
、

連

日

の
陰

雨

や
う
や

く
晴

れ
た

る
が
如

し
。

○

高
木

、

ハを

高
橋
氏
よ
り
写
真
補
遺

一
葉
送
付
サ
ル
。
昨
日
浅
川
氏
よ
り
足
半

送
付
、
今
朝
礼
状
出
す
、
足
半
写
真
編
輯
更

へ
。ハ　

　　
　

文
庫

に
あ

る
織

田
文

庫

を
書
庫

に
移

し

て
、

張
氏

の
整

理

に
託

す
、

◆

は
ま
だ

一
日
中
書

庫

に
て
カ
ー

ド
書

き
。

九

月

八
日

(晴
)

日
曜

日

◆

浜

田

書
庫

ー

カ
ー
ド
書

き
、

○
高

木
、
書

庫

の
四
六
判
本

の
拾
捨

を
し

て
頂

く
。

九

、
月
九

日

(晴

)
月

◆

浜

田

例

に
依

っ
て
例

の
如

く
、

書
庫

に
陣
取

っ
て
、

カ
ー
ド
整
理

一

日

々
々
と
努

力

の
結
果

が
酬

ひ
ら

れ
、

整
理

さ

れ
行

く

は
気
持

良

し

◎
雲

を
掴

む
様

な
英
語

の
稽

子
が
、
漸

く
、

興
を
覚

え

る
様

に
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アチ ック ミューゼアム 日誌(1)

な

る
、
袖

山
大

兄

に
感

謝

し

つ

》

(終

り
)

圃

午
前
お
次

午
後
書

庫

○
高

木

、

足
半

写
真
プ

ロ
セ

ス
に
渡

す
、
村

上
氏

は
十

六

日
ま

で

に
、

と
言

へ
ど
、
十

六
日

ま

で
に

は
出

来

ず
、

十

八

日

と

い
ふ
。

(小

川

氏

同
道

)

保

谷
村
校

正
着

手
、

九
月
十
日

(曇

・
雨
)
風
強
し

火
曜
日

◎
は
ま
だ

一
日
中
書
庫
、
な
り

○
保
谷
村
校
正
、

小
川
氏
足
半
写
真
ネ
ー
ム
作
成
。

村
松
家
再
校
全
部
入
手
。

ノ
ー
ト
、
初
校
出
初

ム
。

去
る
土
曜
日
よ
り
先
生
を
中
心
に
民
族
学

の
対
象

〈提
義
〉
に

つ

い
て
の
論
議
頻

り
に
行
は
る
。

九
月

十

一
日
、

(曇

+
雨

)
水

○
保
谷
校
正
。

　
の

　

ノ
ー
ト

2
、
山

口
氏
初
校

二
台

了
。

足
半

ネ

ー
ム
プ

ロ
セ

ス
に
持

参
、
小

川

氏
同

行

。
川
崎

よ

り
有

賀

来

り
、
打

合

の
結

果

、
「
村

松
家

」

の
方

は
十

四
日
ご

ろ
迄

に
校

了

の
約
を

す
。

ノ
ー
ト

2
号

初

校

六
十

三
頁

に
て
了
す
。

○

は
ま
だ

書
庫

な
り

九
月
十

二
日

(曇
)

◎
國

…圏
書
庫
な
り

◎
高
木
、

「村
松
家
」
再
校
。

木
曜

九
月

十

三
日

(曇
少

雨
)

村

松
家

再
校

、

足
半

ネ

ー

ム
校

正
出

、
右
残

を
プ

ロ
セ

ス
に
入
れ

る
。

H
、

L
、

へ
む
　

C
、

八
十
斤

、

五
連
也

。
初

一
二
〇

斤

と

せ
し

も
、
後

八
十
斤

に

更

む
。
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よ
り
　

足
半
本
文
校
正
今
日

6
、

◎
團

圏

・
午
前
文
庫

に
て
、
図
書
整
理

・
午
後
は
市
川
氏

の
計
算

で
算
盤
取
り
を
手
伝
ふ

・
夜
、
例

に
依
り
学
校

へ
。
授
業
な
し
、
全
校
生
徒

乃
木
神
社
参
拝
し
て
帰
る

今
日
は
乃
木
大
将
殉
死

の
日
な
れ
ば
な
り

終
り

九
月
十

四
日
、
曇

、
後
雨

○
高

木
。

ハ
の

　

民
友
社

に
ノ
ー

ト

ニ
号
凸
版

渡

す
。

「村
松

家
」

再
校

。

夜

土
摩

有
骸

の
名
子
制
度
研
究
の
報
告
錘
あ
り
.

大
島
来

る
。

口
酬図
圏

11
午

前

文
庫
、
午

後
書
庫

、

九

月

一
五

日

、

圓

曇

、

日

曜

夕

方

、

一
日
中

書
庫

○
高

木
、

休

み
。

歌
集
完
成

ス

つ
い
て
善
正
寺
詣
、

九
月

一
六

日

晴

月
曜

は
ま
だ
、

一
日
中
書

庫

但

シ
、
仕
事

ハ

午
前

ハ
袖
山

さ

ん
二
人

で
。

大

島

さ
ん

の
や

っ
た
仕
事

ノ
再

調
を

な
し
、
書

架

棚

ノ
整

理
。

午
後

、

カ

ー
ド
書

(
一
人
)

(袖
山

さ

ん

お
次

)

高

木
。

民
友

社

に
ノ
ー

ト
凸

版
原
稿

渡

す
。
プ

ロ
セ

ス
。

足
半

の
残

を
入

れ
た
所

八
〇
斤

で
は
不

可

と

い
ふ

の
を

よ
く
き

い
て
み
る

と

　
め
　

日
野
や
が
信
用
が
な

い
事
が
分
る
。

九
月
十

七

日

雨

。

こ
れ

で
先

月

あ
た

り

か
ら

一
と
月
ば

か
り
天
気

の

い
い
時

が
少

い
。

高

木
。

「村
松

家

」
再
校

、
泊

り
。

圖
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ア チ ック ミュー ゼアム日誌(1)

午
前
滝
野
川
行
き

夜
具
取
り
に

午
後
書
庫

(本
綴
り
)

九
月
十
八
日

雨

一圏

巴

一
日
中
書
庫

但

シ
、

(本

綴

を
な

す
)

九
月

一
九
日

(木
曜
)

晴

秋
晴
れ

の
上
天
気

　タ

浜
田
、
午
前
、
市
川
さ
ん
の
計
算

算
盤
入
れ
を
手
伝

ふ

午
後

図
書
整
理

レ
ッ
テ
ル
貼
り

九
月

二
〇

日

金

曜

曇

晴

曇
定

め
な

き

秋

の
空

は
昨

日

の
快
晴

に
引
返

へ

今

日
は

又
暗
雲

低

く
垂

れ
下

っ
て
。

嫌
味

を
与

へ
る
事
、
甚

だ

し

自

然

の
変

化

の
甚

だ

し
き

に

比

し

て
変

わ

ら
な

い
の
は
。
文

庫

始

め

ア
チ

ッ
ク
、
諸

氏

の
奮

闘
振

り

で
は
、

な

か
ら
う

か
。
。

怠
者

の
我

輩

、

は
、

只

敬
服
あ

る

の
み
。

國

園
"

一
日
中
書
庫

但

シ
、

レ

ッ
テ

ル

(登
録
済

)

貯

り

今

　
マ
マ
　

月
中

に
は
、

一
階
だ
げ

で
も
整
理

完
結

。
す

る

つ
も
り

で
頑
張

っ

て
居

る

が

。

ど

う

な

る

や

ら

。

　
　

　

○
高
木
。
小
川
氏
、
宮
本
氏

　　

と

三
省

堂

工
場

に

二
赴

ク
。

九
月

廿

】
日

雨
天
、

土

㊥

文
庫
図
書
整
理
、

圏

一
日
中
書
庫

レ
ッ
テ

ル
貼

り

女
中
部

屋

か
ら
、
病

人

二
人

も
出

し

た
と
云

ふ

の

で
、
台
所

は
消

毒
開

始

、
P

…
た

め

に
夕
食

は
、
外

で

と

る
、

○
高

木
。

足
半

初

校

々
了
。

三
省
堂
蒲

田
工
場

に
小
川
氏

と
共

に
赴

キ

一
と

ま
つ
完

了

ス
。

　
　

夜

、

先

生

、
土

屋

氏
。
磯

貝

、
宮

本

、
小

川

氏

等

東

北

に
赴

力

煙
。
上

野

へ
見

送

り
・
大
島

二
逢

フ
・

泊
り
・

九
月
廿
弐
日

日
曜
日

雨

今

日
も
又
雨

(㈱
㊥

一
日
中
、
仕
事
せ
ず

○
高
木
、

只
管
英
語
の
練
習
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ノ
ー

ト
校

正
、

九
月

二
十

三
日

月
、
曇

、

○
朝

プ

ロ
セ

ス
に
足
半

刷
見

本

と
り

に
ゆ
き
、

三
省
堂

に
渡

す
手

筈

を
定

む
。

ノ
ー

ト
再
校

。

張
氏

書
庫

中
、
織

田
文
庫

整

理

に

つ
き
十
進

法

に
依

る
相
談

を

な

す
。

　
　

　

中
島

製
本
出

来
。
更

に
渡

す
。

浜

田
一
日
中

書
庫
、

カ
ー
ド
書

き
。
。

九

月

二
十
三

日

月
曜

雨

浜

田
、
書
庫

、

　
お
　

小
松
さ
ん
泊
り

九
月
二
十
四
日

火
曜

大
雨

浜
田

書
庫

秋
季
皇
霊
祭
で
誰
も
来
ず

　
ゆ
　

文
庫

は
只
、
高

木
、

小
松

、
野

澤
三
兄
位

の
も

の
だ

っ
た

　
あ

　

夜
、
歌

会

あ
り

も

書
庫

雨
漏

り
甚

し
く

、
皆

の
心
痛

一
方

な
ら
ず

九
月

二
五

日

水

、
晴

久

方
振

り

に
、
天

日
を
仰
ぎ

得

た
、

浜

田
、
書

庫
、

○
先
生

、
東

北
6

御
帰

京

○

「
村
松
家

」
校

了
。

早

く

か

へ
る
。

九
月

二
十

六
日

浜

田

11
書

庫

○
高

木

。
曝
書

。
奥

様

の
御

部

や

に
絵
巻

類
を

干

さ
せ

て
頂

く
。

午

後

四
時
頃
6

川
崎

に
ゆ
き
村
松

家
校

了

に
す
。

九
月

二
十

七

日
、
晴

、

(金

)

○

ノ
ー

ト
校

了

に
す
。

曝
書
。
昨

日

の
如

く
奥

様

の
御

室

に
折

本

の
も

の
を

干

す
。

夜
、

高
橋
氏

見

ゆ
。

浜
田
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アチ ック ミュー ゼアム 日誌(1)

午
前

書
庫

{午
後

文
庫
、

カ
ビ

図
書

の
徽
を
落
す
。

九
月

二
八
日

晴

(土
曜
)

カ
ビ

浜

田

一
日
中

、
文

庫

図
書

の
徽

を
落

す
。

単
式

、

四
半
倍

判

。

三
百
枚

、

九
月

二
九
日

晴
、
日
曜

浜
田
、
文
庫

の
ガ
ラ
ス
扉
拭

き

夜
、
学
校

ノ
短
歌
批
評
会

へ
参
加

す
、

○
高
木

　
ゆ

　

彙
報
中
、
古
文
書
ノ
件

ニ
ツ
キ
御
相
談

す
、

バ
リ
　

町
田
氏
資
料
出
版

ニ
ッ
キ
町
田
氏
御
来
訪
。

九
月
三
〇
臼

晴

(月
)

浜
田
。
終

日

書
庫

○
高
木
、

ム
ぬ

　

古
文
書
復
刻

ニ
ツ
キ
単
式
印
刷

へ
見
学

ニ
ユ
ク
、

お

　

夜
、

松
井

君
来

ル
、
単

式

ヨ
リ
川
崎

知
合

ノ
オ

フ
セ

ッ
ト
印
刷

所

　
ロ

　

に
赴

キ

シ
カ

バ

桑
山

二
松
井

君
来

訪

ア

ル
由

話

ス

ニ
彼
亦

来

ラ

ン
ト

イ

フ
、

即

チ
連

レ
立

チ

テ
来

ル
、

製
本

、
出
来

、

(直

シ
モ
ノ
)

十

月

一
日

晴

火
曜

浜

田
…

…
今

日
も
例

に
依

っ
て
例

の
如

く
、

夜
、

学
校

は
休

み
、

(市

記
念

日
)

書
庫

に
て
図
書
整
理
、

十

月

二
日

雨

水

曜

浜

田
、終

日
書
庫

に
て
図
書

整

理

泊

り

(高
木
、

五
十
澤

両
氏

)

就

寝

二
時

○
高

木
、

朝
プ

ロ
セ

ス
に
赴

キ
、

保
谷

村
校

正
刷
十

七
枚
位

受
取

り
、

オ

フ

セ

ッ
ト
見
積

ヲ
キ

ク

ニ

五
十
銭

也

ト

イ

フ
。
保

谷
村

校

正
。

〈
オ

フ
セ
〉

プ

ロ
セ
ス
、

足
半

用
紙

残

↓
連

余
、

民
友

社

二
廻

シ

テ
ノ

ー
ト

の
写

真
用

二
用

ヒ

ン
ト

ス
、
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十
月
三
日

く
三
日
V
曇

木
曜

浜
田
、
…
書
庫

旧
力
ー
ド
の
整
理
を
始
め
る
、

(書
架
番
号
記
入
)

禧
久
兄
来
タ

ル

○
高
木

　
む

　

「
糸
満
調
書
」
川
崎

に
渡

ス
、
応
接
室

に
画
冊
用
書
架
を
具
え
、

画
冊
類
を
収

む
、

十
月
四
、

○
高
木

朝
、
下
柳
歯
科

に
赴
キ
、
ソ

レ
ヨ
リ
民
友
社

二
廻

ル

民
友
社
用
件

○
ノ
ー
ト
刷
部
数
確
定
、

　ヨ

　　
　

○
古
文
書
復
刻

に
つ
い
て
校
正
係

の
事
、
甘
利
氏
は
春
藤
氏
を
推

ス

、
ソ

レ
ヨ
リ
中

島

二
赴

ク

中
島

用
件

○

ノ
ー
ト
製

本
代

、
五
折

マ
デ

ニ
銭

ト

ス
、

タ

ゴ
シ

「
カ
ガ

リ
」

見
返

し

ツ
キ
。

浜

田

11
書
庫

昨

日

の
如

く

旧

力
ー
ド
整

理

拾

月

五
日

土
、
晴

浜

田

一
日
中
書
庫

拾

月
六

日

日
曜

晴

ロ
カ
　

浜

田

午
前

高
木
さ
ん
の
指
図
で
風
俗
画
報

の
号
数
再
調
を
な

す
、

(夕
方
テ

ニ
ス
)

○
高
木
。

　
め
　

午

前
中

一
寸

仕
事

を
見

て

か
ら
、
桑
山

へ
赴

キ
、
齋

藤

に
赴

ク
、

上

る
。
杯

ア

リ
、

伴

二
半

折

ナ
ド
書

キ
遊
ブ
。

拾

月
七

日

月
曜

晴

浜

田
、
終

日
、

ア

チ

ッ
ク

で
市

川
氏

の
手

伝

ひ
、

(ア
チ

ッ
ク

ノ

ー
ト

ニ
号

ノ
調

べ
)

　　

岩
倉

さ

ん
北

陸

ヨ
リ
帰

ら

れ
る
。

就

寝

一
時

半

、

○
高

木
、
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ア チ ッ ク ミ ュ ー ゼ ア ム 日 誌、(1)

今
日
よ
り

夜
松
井
君
を
た
の
ん
で
習
字
を
初
む
、

拾
月
八
日

晴
天

火
曜

浜
田

爵

群

氏
の
文
欝

発
講

拾
月
九
日

晴
天

水
曜

浜
田

{
簾

馨

図
書
整
理

　
ロ

　

本

日
よ

り

ア
チ

ッ
ク

へ
横
内

君
来

る

拾
月
十
日

晴
天

木
曜

浜
田

{藁

輝
議

鐘
響

ん
で
気
達

ハ　

午
後

は
。
立
教
史
学
科
と
野
球
試
合

の
た
め
、
同
人

一
同
全
部
出

陣
、

勝
負
十

一
対
十

一

〈
対
〉
引
別
け

十
月
十

一
日

曇
雨

金
曜

浜
田

、
午
前
午

後

文
庫

、

后

三
時

よ

り
、
昨

日

の
選
手

た

ち

の
慰
労

会
あ

り
、

　
の

　

木

川

さ
ん

よ
り
同

人

一
同

の
写
真

が
届

い
て
、

美
男
投

票

や
、

ア
ダ

ナ

つ
け
を
し

て
、
洪

笑

・
曝
笑
裡

に
会
を
終

へ
る
、

夕

刻

よ
り
夜

に
入

り
雨

一
し

き
り
、

○
高

木

。
　　

ノ
ー
ト
第

四
初

校
出
来

。

三
十

二
頁

、

織
田
文

庫

は
張
氏

が
整
理

に
当

っ
て
ゐ
た

が
、
略

々
完

了
し

た

の

で
、
目

録

を
作

る
事

に
す

る
。

十
月
十

二
日
、
土
曜

晴

高
橋
氏
保
谷
村
写
真
全
部
出
来
、

浜
田
、
文
庫

に
て
図
書
整
理
、

へむ

下

戸

前

さ

ん

、

ア

チ

ッ
ク

よ

り

退

く

、

十
月
十

三
日

日
曜

晴

○
高
木
、
休

み
、

浜
田
、
午
前
中
を
先
生
御
机

の
後

の
棚

の
掃
除

に
費
す
、
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午
後
テ

ニ
ス

夜
ア
チ

ッ
ク
で
奄
美
民
謡
と
盆
踊
り
を
御
覧

に
入
れ
る

十
月

一
四
日

月
曜
、
晴

浜
田
、
午
前
午
後

文
庫

/

糸
満
語
彙
写

シ

○
高
木

保
谷
村
再
校
、

習
字
休
み
、

十
月
十
五
日
、
火
曜
、
く
も
り
、

○
保
谷
村
再
校
了
、

　
ロ

　

「喜

〈
鬼
〉
界
島
調
査
」
項
目
川
崎

に
渡
す
、

　
お

　

オ
キ
調
査
原
稿
出
来
、
百
七
十
余
枚
ト
ナ
リ
ヌ
、

浜
田

午
前
午
後

書
庫

本
日
よ
り
張
さ
ん
の
手
伝

ひ

十
月

一
六
日

水
曜

曇

浜
田

午
前

ア
チ

ッ
ク
押
入
掃
除

午
後

書
庫
張
さ
ん
手
伝
ひ

(
64

)

(
65

)

白
耳
義

人
来

ル
、

(〈
マ
ラ

ン
〉
ζ
「
・
ζ
霞

碧

)

保

谷

サ
ク

イ

ン
カ
ー
ド
、
泊

り
、

十
月

一
七

日

木

雨

新

嘗

祭

目

黒

の
禧

久

兄
宅

へ
行

き
冬

物

を
取

っ
て
来

る

(浜

田
)

十
月

一
八
日

金

曜

晴

天

浜

田

午
前

書
庫

張

さ
ん

の
手
伝

ひ

　
マ
マ
ソ

午
後

書
生
さ
ん
達

と

一
所
に
書
斎

ノ
大
掃
除

奥
様

二
御
目

に
掛

る

鬼
界
調
査
要
目
初
校
出
来
、

マ
ン
ス
リ
ー

に
つ
い
て
の
相
談
会
あ

り
、

十
月

一
九
日

土
曜

晴
天

ハ　

　

國

國

一
日
中

母
屋

(食
堂

・
ホ
ー

ル
)

の
大
掃

除

田
島

さ
ん
よ

　
れ

　

り
月
謝
貰
ふ

夕
方

ア
チ

ッ
ク
の
運
動
会
あ
り

一
等
賞
を
受
く

夜

市
川
さ
ん
は
御
国

へ
出
立
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アチ ック ミューゼアム 日誌(1)

中
島
秩

の
見
本
布
を
持

ち
て
来
る
、

　　

ア
チ

ッ
ク
、

の
称

号
書

キ
方

の
決
定

を

な
す
、

ア
チ

ッ
ク

こ
・、
ユ
ー
ゼ

ア
ム

出
版
届
書

一
、
文
書
図
書

〈
画
〉

の
題
号

○
○
○

(書
名
)

二
、
著
作

ノ
種
類

著
述

三
、
著
作
者
氏
名
及
住
所

四
、
原
著
作
物
、
ナ

シ

五
、
著
作
所

の
名
称
及
所
在
地

ア
チ
ッ
ク

六
、
印
刷
所
ノ
名
称
及
在
所

七
、
発
行
年
月
日

八
、
予
約
、

右
、
発
行
致
候
間
、
出
版
法
第
三
条

ノ
紀
約

二
準
拠

し
刷
見
本

二

部
相
添
及
届
出
候
也

年

月

日

発
行
者
、

著
作
権
者

幡
野
文
夫

内
務
大
属

殿

十
月
弐
拾
日

快
晴

日
曜

浜
田

学
校

の
遠
足
日
、
朝
七
時
出
、
夜
七
時

帰

る

高
尾
山
登
山

高
木
、

　
の
　

夜

岩
倉
氏
と
共
に
、
採
訪
準
備

の
た
め
伊
東
や
に
買
物

に
赴
ク
、

十
月
弐
拾
壱
日

快
晴

月

浜
田

一
日
中
、
母
屋
大
掃
除
手
伝

(応
接
間
と
、
正
玄
関
)

高
木
、

・
岩
倉
氏
、
鬼
界
出
張
準
備
を
な
す
。

　
　

レ

.
川
崎

に
糸

満
聞
書

、
挿
絵

原
稿

渡

す
。
岩
倉

氏

用
原
稿

用
紙

た

の
む
。

.
夜

、
習
字

の
会
。
出

席
者

は
、

小
松

、
宮
本
、

野
澤

、
袖

山
、
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小
川
。

小
生

、

・
支
那

の
骨

董

や
さ
ん

と

い
ふ
方

見

え
、
珍

し
き
品
を

見

せ

て
頂

く

、

ア
チ

ッ
ク

一
見

さ

れ
御

帰

は
十

二
時
、

小
生
泊

り
。

拾

月
弐
拾

弐

日

快
晴

火

浜

田
、

一
日
中

、
書
庫

、

午

後

張

さ
ん

の
手
伝

ひ
、

午

前

書
庫

一
階

の
大
掃

除

を

す
る

高
木

、
岩

倉
氏
荷

物

の
世
話

、

拾

月
弐

拾
参

日

快
晴

水
曜

日

浜

田

一
日
中
書

庫

張

さ
ん

の
手
伝

ひ

夜

は
学
校
休

み

(靖

国
神

社
祭

)

高

木
、

夜
、

岩
倉

さ
ん

と
又
買
物

、
　
れ
　

当
夜

、
先

生
金

沢

に
お
た

ち
、

拾

月

二
十

四
日

木

曜

晴

高

木

、
。

立

教
史

学
部

の
十

五
名

ア
チ

ッ
ク
見

学

あ

り
、
夜

、

糸
満

調
書

と
、
保

谷

の
世
話

浜
田
、
午
前
張
さ
ん
の
手
伝

ひ

午
後

佐
条

齋

来
た
の
で
・
久
振
り
に
島
言
葉
で
語

㎜

り
合

ふ

夜
岩
倉
さ
ん
お
泊
り
だ

っ
た
の
で
二
人

い
ろ
ノ
＼

語
る

十
月

二
五
日

金
曜

快
晴

浜

田

一
日
中
書
庫
張
さ
ん
手
伝
ひ

高
木
、

ア
チ
ッ
ク
に
来
た
人
。

ハヨ

永

井
氏

と

氏

、
外

人

に
て
玩

具
研
究
家

あ

り
、
見
学

し

た

い
と

い
ふ
。

文

部
省
内
愛

育
会

よ

り

二
人

。

　
れ

　

夜

、
採
集

目
安

改
訂

の
た
め
集
会
、

出
席
者

は

高

橋

、

小

川

、
藤

木
、

磯

貝
、
岩

倉

、
櫻

田
、
宮

本
、
村

上

お

　

ハお
　

(清

)
、
木

川
、
他

二
、

山
本
、

金
子
。

高
木
。

略

々
、
項

目

の
設

定
細

目

の
列

挙
を

了

る
。

之
が

草
案

は
宮
本
、

小

川
氏

に
託

す
。

高
橋

氏

に

「保

谷
」

の
写
真

順
序

の
た

め
校

正
渡

す
。

泊

り
。



アチ ック ミューゼアム 日誌(1)

十
月

二
六
日

曇
、
小
雨

土
バ
リ
い

浜
田

{終
貝
鵜

難

翫

難

陰

物
置
に
あ

〈
○
夜

櫻

田

岩
倉

氏
等

と
晩

さ

ん
会

を

す
る
〉

〈
十

月

二
十

七
日
、

日
曜

、
雨

〉

〈
○
高

木

ア

チ

ッ
ク

に
見

え
た

の
は
小
川

、
〉

　
マ
マ
　

高
木

。

ア
チ

ッ
ク
見

学
。

ク

ロ

ニ
ク

ル
の
記
者

と

通

約

の
方

一

人
。

山

口
氏

の
紹

介
也

。
夜

、
櫻

田
、

〈
口
井

氏

〉
岩

倉

氏

の
送

別

を

か

ね

て
晩

餐
会

を
催

す
。

十
月

二
十

七
日
、

嵐

後

晴

ア
チ

ッ
ク

に
見

え
た

の
は
小
川

、
山

本

二
氏

。

糸

満
聞

書
、
校

了
、

夜
泊

り

。
源
氏

、
桐
壷

力
ー
ド
終

了
、

十

月

二
八
日

晴

月
曜

浜

田

一
日
中

、
文
庫

図
書

整

理
、

夜
教
練
査
閲
あ
り

高
木
。

　
の
　

習
字
会

あ
り
、
松
井
君
に
水
谷
家
旧
蔵
魚
譜

の
題
籏
書

い
て
も
ら

ふ
。
泊

る
。

十
月
二
九
日

晴

火
曜

浜
田

一
日
中
文
庫

先
生
早
朝
御
帰
り

十
月
三
十
日

測

一
日
中
文
庫
、
カ
ー
ド
整
理

佃

市
川
さ
ん
、
早
朝
帰
館

高
木
。

岩
倉
氏

の
出
発
準
備
を
市
川
氏

に
引

つ
ぐ
。

　
マ
マ
　

　
わ

　

　
　

　

岩
倉

氏
用

原
稿

用
紙
、

メ

モ
出

来

て
と

い
く
。
齋

藤
、
松

田
、
今

　
む

　

井

、

三
氏
来

訪
、
齋

藤
氏

に
国
文
学
者

伝
記

集
成
渡

す
、

夜

、
大
島

来

る
、

九
時
近

く
、
岩

倉
、
市

川

、
村
上

氏
、

ら
と
風

ホ
ぬ
　

呂

に
赴

ク
。
今

夜
御
同

族
会

あ

り
。
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十

月
三
十

一
日

高

木
、

ロ　

岩

倉
氏

準
備
終

了
、

ノ
ー

ト
六
、

浜

田

力
ー
ド
整

理
、

刷

上
げ

、

刷
見
本

出
来

、

+

一
月

一
日

[
熱
田
神
宮
遷
座
祭
]

浜

田

十

時
頃

ま

で
、

カ

ー
ド
整

理

(
84
V

(
マ

マ
)

其

の
後
、
先
生

の
指
図
に
依

る
、
同

圓
囮

の
原
稿
を
制
本

す
。

高

木
。

○
出

版
届

、
謄
写

版

に
す
。

　
マ
マ
　

○
源
氏
索

引
制

理
浜

田
了
。

○
夜

大
島
来

ル
。

テ

ニ
ス
、
磯

貝
、

小

川
、
宮
本

、
岩
倉

、

小
松
、

五
十
澤

。
夜
帝

大

の
学
生

多
数
参

看

あ
り
、

同
時

に
、
目

安

の
会

議
再
開

。

十

一
月

二
日

浜

田

午

前
、

午
後

、
土
曜
、
快
晴

カ
ー
ド
整
理

書
庫
、
日
本
十
進
分
類
表
を
写
し
始
め
る
、

十

一
月
三
日

日
曜

快
晴

浜
田
、
午
前

六
半
起
床

午
前

七
時
明
治
神
宮

へ
行
く
、

全
校
生
徒
揃

ふ
て
参
拝
、

其
後
忽
ち

に
、
丸

ノ
内

の
商
工
奨
励
館

へ
行
き

(徒
歩
)
、
特
許

品

の
展
覧
会
を
見
る
、
帰

っ
た
の
は
、
午
後

二
時

そ
れ
か
ら
夜

十
時
迄
、
十
進
分
類

の
写
書
を
な
す
、
就
寝
二
時
、
磯
貝
さ
ん
オ

泊
り
。
今
日

二
食

で
俄
慢
し
た
。

十

一
月

四
日

月
曜

日

曇

浜

田
、
終

日

文
庫

十

進

分
類

法

の
写
書

を

な
す

高
木
。
寒

く

な

る
。

保
谷

写
真

ネ

ー
ム
原
稿
作

成
。
夜

、

習
字
。

か

へ
り

に
松
井

、

十
澤

と
、

支
那

そ
ば

を
く

っ
て
少

し
酒

を

の
ん
だ
。

　
マ

マ
　

岩
倉
氏

の
荷
物

は
本
日
運
送
や

に
托
す
。

十

一
月
五
日

火
曜

曇
夜
雨

五
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アチ ック ミューゼ アム 日誌(1)

浜

田

終

日

文
庫
、

岩

倉

さ
ん

の
指
図

で
大
島

(各

島
村

法
)

の
写
書

を
な

す
、

明

日
迄

に
は
終

了

の

つ
も
り

夜
、
十

二
時
迄

、
袖
山

さ
ん
か

ら
英
語
教

は

る
、

試
験

近

づ

き
し

た

め
、

十

一
月

六
日

(剛
∪

午
前
中

図

書
整

理
。

高

木

、
昨

日

か
ら
今

日

に
か
け

て
岩
倉

さ
ん

と
三
味
線
を

つ
く

る
。

國

圓

一
日
中

、
昨

日

の
仕

事
、

予
定

通

り
出

来
ず

、

十

一
月
七

日

晴

隠
岐

ー
原
稿

、

圏

川
崎

に
渡
す
。
昨
日
よ
り
袖
山
氏

ハ　

午
前

南
島
誌

の
写
書
。

午
後

渋
谷

に
居
る
大
島

の
人

の
と
こ
ろ
行
き
、
蛇
皮
線

を
借
り

て
来

る
、

(川
内
氏
)

}
面
識

も
な

い
人
だ

っ
た

の
で
骨
が
折
れ
た

十

一
月
八
日

金
曜

晴

浜
田

南
島
誌
写
書

夜
学
校

で
英
語

の
試
験
あ
り

高
木
。
保
谷
索
引
完
成
。

夜
、
岩
倉
、
張
二
氏

の
送
別
会
あ
り
、

を
披
露
す

岩
倉
さ
ん
二
人
で
大
島
唄

十

一
月

九

日

土

曜
、
晴

高
木

、

　　

　　
　

内
田
武
志
氏

「静
岡
県
方
言
誌
」
彙
報
と
し
て
出
版
の
御
話
あ
り
、

内
田
氏

と
地
図
組
版
に

つ
い
て
御
相
談

い
た
し
組
見
本
を
民
友
社

に
注
文
即
日
出
来

川
崎

に
ノ
ー
ト
第
三
原
稿
渡
す
。

浜
田

十
進
分
類
法
ノ
写
書
を
な
す

張
さ
ん
今
晩
出
立
さ
れ
る

十

一
月
十
日

晴

日
曜

浜
田

午
前
中

文
庫
の
掃
除

午
後

十
進
分
類
表
写
書

　　

出
勤
者

祝
、
高

木
、

二
氏

だ

け
、
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十

一
月
十

一
日
、

月
曜

日
、

高
木

、
朝

岩
倉

氏

を
東
京

駅

に
お
く
り
、

そ
れ

よ
り
、
宮

城
前

へ
、
市

川
、

木
川
両

氏

と

ゆ
き

更

に
植
物

園
を

一
見

し

て
か
ら

帝

大

に
赴

き
、

人
類
学
教

室

に
石

器
、
土

器
を
見

学
、

帰
途

、
山

本
氏

に
会

ふ
。

夜
、
習

字
。

本

日
洋

服
出
来

。
新

調
祝

へ
を

す

る

(「「.)

ノ
ー

ト
覚

え
。

、

1

　
　
　

民
具
問
答
集
、

　
り

　

2
、
内
房

北
部

　
　

　

3

隠

岐

、

　
　

　

4

糸

満

、

　
お
　

5

三

津

、
　
　

　

6
、

岩

倉

氏

、

浜
田

午
前

文
庫
、

十
進
分
類
表
写
完
了

　
め

ね

午
後
、
目
黒

へ
鎮
三
男
氏
訪
問
し
た
が
不
在

岩
倉
氏
朝
出
立

十

一
、
十

二
日

晴

火
曜

日

浜

田

午
前

此

の
間
借

り
た
蛇
皮
線
を
返
し

に
行
く

午
後

目
黒

へ
、
三
男
氏
と
面
会

に
行
く

(不
在
)

就
寝
十
二
時
半

「

(貼

紙

)
離

ゆ
掛
甕

麟

圧
咄
諮載

酎

躯

〔%
)

㎝
.

一
N
釦

騨

劇
軸

即

切

ω
鼻
ら

蚤

舶
諜
蹴

　
り

　

、、

爵
聖
諜
蹴
議
臨
譲

↑

一

b。
岳

ω
山
薗

紺

」

十

一
月
十
三
日

水
曜
日

晴

浜
田

村
上
さ
ん

(俊
順
氏
)

の
指
図

に
依

り
、
物
置
き

に
あ
る

　
　

　

人
類
学
雑
誌
、
包
装
整
理
を
な
す

因
み
に
村
上
さ
ん
は
昨
夜
、

老
母
病
の
た
め
、
国
許

へ
出
立
の
由
P
…

起
床

六
時
半
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ア チ ッ ク ミ ュ ー ゼ ア ム 日 誌(1)

鷺弊 。讐 鯉噸峯、戟 い

鱒
畿

.麟
灘
糠謹
聯

無

鐘

㌃
嚇

灘
,

暦
齢

㌃x筆 ㍗ 血耽

鱗

轟 蓼夢轟 ・趣

津
;

藩
騨
鑛
糟

、鵠
態

搬

評

漁辮
轡

藩轟,

　　

「＼ 警 肥

隊'調 ,レ

曜 譜

勢

タ

瀞普
≒

十一月八日の記事にある 「岩倉、張二氏の送別会」時の写真(持 嘉一郎氏提供)

前列左より 山本二三丸、小松勝美、宮本馨太郎、野澤邦夫、市川信次
二列目左 より 祝宮静、張甲特、澁澤敬三、木川半之丞、岩倉市郎、内田武志後列左

より 袖山富吉、村上清文、藤木喜久麿、村上俊順、五十澤二郎、山口和雄、伊豆川
浅吉、小川徹、高木 一夫、高橋文太郎、磯貝勇
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就
寝

一
時

先
生
は
今
朝
七
時
前

で
文
庫

へ
お
出

で
に
な
る

自
己

の
六
時
半
起
床

の
無
意
義

で
な
か
り
し
を
思
ふ

十

一
月
十
四
日

木
曜
、
晴

浜
田
、
午
前

五
色
石

二
冊
を
製
本
す

午
後

テ

ニ
ス
三
時
迄

本
職
怠
ま
け
る

　
の

　

夜
、

十

二
時

迄

、

オ
次

に
て
松

田

さ

ん
よ
り
英
語

を
教

は
る

十

一
月
十

五

日
、
金

曜
、

　
の

ね

プ

ロ
セ
ス

に
て
内

田
氏
方

言
分
布

図
概

算

を
き
く
。

地

図

を
書
く
代

、

三
十
円

、

製
版

、
原

図
、

十
円

斜

の
あ

る
も

の
、

五
円
、

刷

代

、

二
円

中

島
、

製
本
代

、

帳
、

一
円

三
十
銭

、

ク

ロ
ー

ス
、

の
も

の
、

五
十
銭

浜
田午

前

た
)午

後

新
入
書
籍

ノ
難

(之

ま
で
袖
山

さ
ん
が

や

っ
て
居

泌

織

田
文
庫

ノ
カ
ー
ド
書

き

(予
定

所
要

日

七
ケ

日

の

つ
も

り
)

十

一
月

一
六

日

土

曜
、
晴

夜

雨

浜

田

一
日
中
、

新
入
書
籍

整

理

先
生

に
高

木
、
市

川
両

兄

は
、

み
と

へ
、

　
り
　

櫻

田
さ
ん
帰

ら

る
、

十

一
月

一
七
日
、

日
曜

、
雨

又
は
曇

浜

田
、

日
曜

だ

っ
た

の
と
、

悪
天
気

の
た
め

か
、
午

前

中
誰

も
見

え
ず

午

前

11
昨

夜

、
宮

本

さ

ん

か
ら
依

頼

さ

れ

て
居

た
、

「
ア

シ
ナ

カ

　
の

レ

雑
誌

」

の
照
合

を

な
す
、

午
後

、
織

田
文
庫

の
カ
ー
ド
作
成

午
後

五
時

ま

で
や

っ
て
、
百
弐

拾
枚
也

夜

は
、

学
校

の
ク
ラ

ス
会

に
出
席

帰

り

て
松

田
さ

ん
よ
り
英
語

習

ふ
。



アチ ック ミューゼアム 日誌(1)

夜

、
先

生

に
高
木

、
市
川

両
氏

帰

ら
る
、

十

一
月

一
八

日

月
曜
、

晴
天

浜

田午

前

午

後
、
文

庫

。
織

田
文

庫

の

カ

ー

ド
作

成

11
作

成

数

三
百
枚

午
後

三
時
過
ぎ

よ
り
五
時
近

く

ま

で
テ

ニ
ス
、

今

日
始

め

て
奥
様

の
御

相
手

を

す

る

高

木

さ
ん
、
袖

山

と
、

四
人
な

り

高

木

、

保

谷
村
写

真

ネ

ー
ム
張
込

み
初

め
。

ノ
ー

ト
三
校

正
出
初

ム
。

十

一
月

一
九
日

火
曜
日

雨
天

浜
田
、
織

田
文
庫

の
カ
ー
ド
作
成

作
成
数

百
枚

少
な

か
り
し
理
由
、
午
前
十

一
時

よ
り
午
後
三
時
過
ぎ
ま
で

舎

の
鎮
三
男
氏
来
館

の
た
め
な
り

十

一
月
二
十
日

水
曜

曇
天

浜
田

終
日

織
田
文
庫

力
ー
ド
作
成

田

作
成
数

二
百
五
十
枚
也

ハ
　

　

民
友
社
ト
武
蔵
屋

へ
電
話

ヲ
掛
ケ
ル

田
島
氏
よ
り
訓
戒
を
受
け
る

高
木
。

保
谷
村
写
真
校
了
。

本
文
校

了

五
台

十

一
月

二

一
日

木
曜
、
晴

浜
田

終
日

文
庫
…
カ
ー
ド
作
成

作
成
枚
数

二
百
八
十
枚
也

十

↓
月

二
二
日

金
曜

晴

浜
田力

ー
ド
作
成

(織

田
文
庫
)

作
成
枚
数
、
三
百
五
十
枚
だ

っ
た
の
で
、
心
持
殊

に
良
し

　
　
　

先
生

に
、

小
川
、

宮
本

、
磯

貝
、
村

上
両
氏

は
夜

み
と

へ
出
立

十

一
月

二
三
日

浜
田

土
曜

晴
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午
前

力
ー
ド
作
成

、

　
い

　

午

後
、

私
用

で

一
色

先
生

を
訪
問

す
、

高

木
、

保
谷
完

成
準
備

、
紙

を

民
友
社

へ
十
連

、
プ

ロ
セ
ス

へ
、

一
連

七
十
枚

入

レ
ル
。

十

一
月

二
四
日

日
曜

晴

午
前

、
文

庫

の
大

掃
除

午

後

、

テ

ニ
ス
、

夕
方

ま

で
や

り
続

け
る

久
振

り

に
銭
湯

へ
行

く

先
生

一
行

、
夜

七
時
頃

み
と
よ

り

お
帰

り

十

一
月

二
十

五
日

、
月
曜

、
雨

保

谷

概

算

民
友
社

匪
、

組

、

八
十
銭

刷
、

三
、

二
〇

浜

田

午

後
三
時

ま

で

カ
ー
ド
書

き

そ

の
後
宮

本

さ
ん

の
原

稿

を
清
書

(ア

シ
ナ
カ
)

急

を
要

す

る
と

の
事
だ

っ
た

の
で
、

学
校

よ
り
帰

っ
て
十

二
時
近
く
ま
で
に
漸
く
終
る

十

一
月
廿
六
日

火
曜

晴
天

爾

∪

カ

ー
ド
整

理

、

図
書
整

理
、

一、果

⑰

箱

代

、

一
一銭

㌔

・

09

プ

ロ
セ

ス
、

概

算

、

q

就
寝

一
時

民
友

社
使

用
紙

、

五
連

三
百

枚

、
残

四
、

二
〇

【計
算

メ

モ
】

㊨織
田
文
庫

ノ
カ
ー
ド
作
成

漸
く

に
し
て
終

る

所
要
日
数

八
日
間

作
成
総
枚
数

二
、
〇
三
三
枚
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アチ ック ミュー ゼアム日誌(1)

十

一
月
二
十
七
日

足
半
写
真
編
輯

　

　

彙
報
第
五
定
価

浜
田
、
図
書
整
理

水
　5

決

定

2

十

一
月
二
十

八
日

木

晴

朝
、
民
友
社

二
赴
キ
、
奥
附
校
了
、
中
島
使

ヒ
来
合

セ

ノ
特
製
三
冊
注
文

ス

表
紙
入

レ
替

ニ
ナ
ル
ヤ
モ
不
知

圏

午
前

古
文
書

ノ
赤
紙

ヲ
貼

ル

(先
生

の
指
図
)

午
後

隠
岐

ノ
原
稿
整
理

十

一
月

二
九
日

金

曜

日

晴

浜

田
、

一
日
中

図
書

整

理

保

谷
村
完
成

、
夜

、
高

橋
氏

、
宮
本

、

山

ノ
会

へ
赴

ク
、

彙
報
五

小
松
両
氏
と
仁
寿
講
堂
へ

十

一
月
三
十

日

風
俗
画
報
製
本
出
来
、

一
冊

不
完
全

ナ
ル
物

〈
者
〉

ノ
ー
ト
三
、
再
校
、

夜
、
先
生
京
都

に
お
立
ち

浜

田
"
カ
ー
ド
を
図
書
目
録

の
控
帳

へ
整
理

夜
先
生
は
京
都

へ

十

二
月

一
日

日
曜

曇

夜
雨

文
庫

の
硝
子
窓
拭
き
を
為
す

小
生
休

み

(高
木
)

返

ス
。

十

二
月

二
日

月
曜
日

先
生

京
都

よ
り
お
帰
り

ハ　

ス

調

午
前

伊
豆
川
さ
ん
の
謄
写
板
版
り
を
手
伝
ひ
す

ー
、し

午

後
、

ア
チ

ッ
ク

の
使

で
目
黒

ノ
鎮
氏

ノ
許

へ
手
紙

を
届

け

て
来

る

十

二
月

三
日

、
火

曜
日

浜

田
、
図
書

目

録

ノ
整

理

(
カ

ー

ド

よ

り

)
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齋

藤

君

の
許

へ
出
産

祝
儀

二
赴

ク

不
在
、
出

直

し

て
夜

九
時

半

ご

ろ
再
度
訪

問

し
十

一
時

に
か

へ
る
、

十

二
月

四
日

梢
感

冒

に

お
か
さ
れ

し
気

味

ニ
テ
咽

二
塗
薬

し
、

ア

ス
ピ

リ

ン
を

の
み
タ
リ
。

ノ
ー
ト
三
、

再
校
。　

　
　

浜

田

旧

ア
チ

ッ
ク
の
柱

に
署

名

し

て
あ

る
人

々

の
人
名

の
写
書

を
な
す
、

(市

川

さ
ん
指

図

)　
　
　

夜
客
間

で

鎮

さ
ん
を
迎

へ
て
島

の
話
を
聞
く

参
加
者
、
十
島

行

の
人
々
と
漁
業
史
関
係
ノ
人
々

僕
も
帰
校
後
、
呼
ば

れ
て
行
く

記
念
写
真
を
撮
る

十
二
月
五
日

木
曜

晴
天

浜
田
11
形

の
あ
る
仕
事
せ
ざ
り
を
憾

む

只
、
風
俗
画
報

ノ
再
調

(袖
山
さ
ん
と
)

と
伊
豆
川
氏
ノ
製

本
、

二
冊
な
し
た

ノ
ー
ト
ニ
、
再
校
、
中
島
来
り
、
彙
報
五
に

つ
い
て
写
真

用
紙
横

目
な
り
し
を
注
ゐ
さ
れ
た
り

十

二
月
六
日

金
曜
、
晴

浜
田午

前

図
書
整
理

午
後
、
織
田
文
庫
力
ー
ド
の
仮
名

つ
け

十
二
月
七
日

土
曜

晴

浜
田
、

五
色
石
四
冊
の
製
本
を
為

す

(先
生

ノ
指
図
)

市
川
さ
ん
郷
里

へ
帰
る
、

十

二
月

八
日

晴

日
曜

今

日
こ
そ
全
く
何
も
せ
ず
自
分

の
試
験
勉
強

ノ
ー
ト
三
、
校
了
、

十
二
月
九
日

月
曜
、
晴

浜
田

織
田
文
庫

カ
ー
ド
の
カ
ナ
ツ
ケ

本
日
よ
り
二
学
期
の
本
試
験
始
る

(九
日
よ
り
十

四
日
迄
)
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アチ ック ミューゼアム 日誌(1)

十

二
月
十

日

火
曜

日

浜

田
、

一
日
中

織

田
文
庫

力

ー
ド

の
仮
名

つ
け

十

二
月
十

一
日

水

曜

〈
ノ
ー
ト

三
、
予
定

〉

　
な

ノ

ー

ト

、

三

オ

キ

、

見

積

、

151.20

38.40

1.50

i

1.80

1.20

6.-

2.00

3s.00

1.20

組 、

表 紙 前 付

表 紙

凸 版 代 、

柱 版

別 刷 凸 版

製 本 、

用 紙 紋 ラ シ ャ、

本 文 、

ア.__..ト、

248.80

 

朝

土
屋
先
生

お
い
で
に
な
り

先
生

ト
十
時
半
ご

ろ
ま
で
お
話

し
あ
り
、

土

屋
先

生

の
許

に
て
な

さ
れ

た
演

習
論

文
中
秀

れ

た
る

も

の
は
彙
報

と
し

て
出
版

さ
る

》
旨
御

約
束
遊

ば

さ

る
、

先
生
御

出

勤
後

土

や
先

生

は
文
書
御

調

べ
。

有
賀

(川

崎
)

来

り

刷
代

に

つ
い
て
協
定

し
、
中
扉

、
写
真

の

如

き
も

の
は
民
友

社

な

み

に
定

む
、

ノ
ー

ト
三
、

見
積

を
な

さ
し

む
。

後
、

先
生
、

土

屋
先

生

な
ぞ

と

彙

報
発

売
法

に

つ
い
て
御
話

あ

り
し
を
思

ひ
て
発
売
法

、
及

広
告

法

を
五
十

澤

と
諮

る
、
計

る
と
錐

も
何

ら
結

論

に
達

せ
ず

。

一
と
先

づ
従

来
発
行

せ
し
も

の

〉
総
金

額

を
調
査

せ
ん

と
し

た
る

も
巨
細

に
き
は

め
る

の

に
は

一
寸

暇

が

か

》
り

さ
う

〈
由
〉

故
中

途
概

算

に
て
止

む
、

○

〈
松
〉
村

松
家

捜
絵

刷

り
上
げ

ん
と
思

ふ
、

幸

ひ
プ

ロ
セ

ス
よ

り
足
半

後
篇

写
真
残

り
持

ち
来

り
た

れ
ば
、

一
応

再
調
を

施
す
。

○

足
半
後

篇
印

刷

用
紙

調

べ
て
み
る
、

ア
チ

ッ
ク

に
若

干

、
プ

ロ

セ

ス

ニ
ニ
頁
丈

ノ
も

の
六
十

枚
あ

り
、

○
足

半
組

見
本
再
校

出
来

、
宮

本
氏

と
校

了

に

ス
、

浜

田

織

田
文
庫

カ
ー
ド

の
仮

名

つ
け
。

漸

く
終

る
。

(不
解

の
も

の
は
袖
山

さ

ん

に
任

か
し

て
)
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今
朝
初
め
て
霜
を
見
る

十

二
月
十
二
日

木
曜

晴

國

画

本
日
よ
り
、

(昨
日
迄

に
整
理
し
た
)
織

田
文
庫

力
ー
ド

を
五
十
音
順

に
分
類
し
始
め
る

内

田
氏
6
原
稿
着

田
舎

よ
り
鰹
節

(小
包
)

届
く

。

十

二
月
十

三

日

金
、

晴

浜

田昨

日

に
引

続

き
、

カ
ー
ド
分
類

を

な
す
、

明
日
迄

に
は
終
了

の

予
定

な
り

夜

は
、
高

橋
、

磯
貝
、

金

子
、
祝

の
両
氏

見

え

て
、
民

具

の
目
安

に

つ
い
て
会

あ

り

十

二
時
近

く

ま

で

先

生

は
九
時
過
ぎ

に
御
帰
邸

　
の

ね

ノ
ー

ト
三
、
索
引

、
桜

田
、

山

田
両

氏

に

て
完
成

、

今

夜
、
齋

藤
方

に
赴

ク
、
移

転
あ

り
や

と
思

ひ
し

に
移

転

す
る
事

止

め
た
り

と

い
ふ
、

九
時

半
帰

る
御

か

へ
り
、
家

に
て
風

呂

に
入

る
、

十

二
月

十

四
日

土

、
晴

足
半
後

篇
校

正
、

三
十

二
頁
出

、

〃

写
真

ネ

ー
ム
校
正
出

来

、

同
時

に
村
松
家
地

図
返

し

て
も

ら
ふ
、

午
後

伊

豆
川
氏

に
よ

つ
て
土

佐
捕

鯨
史

ノ
講

〈
口
〉
演

あ

り
、

土
屋
先

生
、

御
出
席

、

夜
、

先
生

赤
倉

ヘ
ス
キ

ー

に
赴

か
る
、

(十

時
出

発
)

浜

田

引

続

き
織

田
文

力
ー
ド

の
ア
イ

ウ
順
分
類

二
学
期

の
本
試

験

が
終

っ
て
、

一
安

心

す
、

十

二
月
十

五

日

(日
)

十

二
月
十
六
日

月
曜

浜
田織

田
文
庫

の
カ
ー
ド
整
理

夜
磯
貝
さ
ん
御
泊

り

習
字

あ
り
。
今

年

は
本

日

に
て
止

め
、
来
春

ハ
十

三
日
6

と
す
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アチ ックミューゼ アム 日誌(1)

十

二
月

一
七

日

火
曜

曇
、
雨

浜

田
、
図
書

整

理

ト
、
カ

ー
ド
整
理

先
生

は
赤
倉

よ

り
早
朝

御
帰

邸

市

川

さ
ん

夕
刻

よ
り
雨

に
な
る
、
寒

さ
も
増

す

雪

に
な

る
ら
し
く

、
皆

の
話

な
り
。

と

て
も
待

た

れ

て
な

ら
な

い

磯
貝

さ

ん
御

泊

り
、

足
半

校

正

四
台

了
、

夕
方

よ
り
小
川

、
宮

本
氏

見

ゆ
、

十
時

ご

ろ

か

へ
る
、

十

二
月
十

八
日

水

曜

朝

プ

ロ
セ

ス
に
足

半
写

真

の
件

に
て
赴

キ
、

カ

ヘ
リ

テ
足
半
終

二

台

ノ
校

正

二
従

フ
、
宮
本

、
小

川
氏
見

ユ
、

夜
、
高
橋

氏

、
来

、

○

内

田
武

志
6

葉
書
有

。

浜

田

午
前

、

織

田
力

ー
ド

の
目
録

作
成

開
始

午
後

、

目
黒
行

き

鎮

さ
ん

の
と

こ
ろ

へ
写
真

を
持

っ
て
行

く

(不
在

)

十
二
月

一
九
日

木
曜

晴

浜

田

、一
日

中

、

織

田

力

ー

ド

、

目

録

作

成

を

な

す

、

(
カ

ー

ド

ヨ

リ
原
稿
用
紙

へ
写
書
ナ
リ
)

午
後
よ
り
夜

に
か
け
て
頭
痛
激

し
き
た
め

で
十
時

に
寝
た
、

、

ア

ス
ピ

リ

ン
を

呑

ん

十

二
月

二
十

日

金
曜
日
、
晴

(浜
田
)
昨
日
に
引
続

い
て
織
田
文
庫
目
録
作
成

夜
、
学
校

で
成
績

の
発
表
あ
り

十

二
月

二
十

一
日

土
曜
、
晴

浜
田

一
日
中
織
田
文
庫
目
録
作
成

今
日
迄

に
漸
く
半
分
出
来
る

(
一
千
枚
)

今

日
よ
り
休
暇

に
入
る

(学
校
)

〈
二
十

一
日
〉

〈
十

二
月

二
十

}
臼
〉

足
半
校
正
ノ
為
メ
蒲

田
の
三
省
堂
工
場

二
赴

ク
、
小
川
、
宮
本
氏

同
道
。
プ

ロ
セ
ス
ニ
寄

ル
。
足
半
校
正
未
完
成

ニ
ッ
キ
持
チ
カ

ヘ

ル

。

233



(新
宿

ニ
テ
齋
藤

君

二
会

フ
)

十

二
月

二
十

〈
三
〉

二
日

日
曜

曇

夕
方
雨

バリ

　

島

前
採

訪

記
校

了

ノ
タ

メ
川
崎

二
赴

ク
。

「プ

ロ
セ
ス
」

ヨ
リ
静

岡
県
方

言
誌

附
図

見

二
来

ル
ト
云

ヒ

テ
来

ラ
ズ
、
電

話

ア
リ

テ
明
朝

ト
イ

フ
。

足
半
校

正

、
小
川
、
宮

本

氏

ニ
テ
了
。

本
日

足
半

用
紙

二
連
半

入

レ
ル
。

H

・
L
C
、

八
十

キ

ン

浜

田

午

前
文
庫

ニ
テ
雑
用

午
後

ヨ
リ
愛
宕

山

に
登

ル

放

送
局

ノ
外
観

ヲ
視

テ
、
馬

術
デ

名
高

イ
、

石
段

ヲ
見

テ
、
青
松

寺
前

ノ
三
勇
士
銅

像

見

テ
、

雨

二
追

ハ
レ
テ
逃
ゲ

テ
帰

ッ
テ
来

タ
、

(就

寝

一
時
)

十

二
月
二
三
日

月
曜

晴

浜
田一

日
中
織

田
文
庫
目
録
作
成

磯
貝
さ
ん
オ
泊
リ

十

二
月

二
四
日

火
曜
、
晴

浜
田

午
前

織
田
目
録
作
成

午
後

図
書
整
理

午
過
ぎ
文
献
索
隠
ヲ
三
田
局

へ
出
す

足
半
校
正
ノ
た
め
三
省
堂

ノ
工
場

二
終
日
居

ル
、

ト
同
じ
、

宮
本
小
川
両
氏

十

二
月

二
五

日
、
水
、

晴

浜

田
、

一
日
中

織

田
文
庫

目
録
作

成

漸

く
完

了

す

大

正
天
皇
祭

、

先
生

ハ
終

日
文
庫

朝

、

川
崎

・
民
友

社

二
赴

キ
、

二

〈
三
〉
時
頃

十

二
月

二
十
六
日

浜

田

図
書
整
理

十

二
月
二
七
日

浜
田

木
曜

金

曜

、

一
度

ア

チ

ッ

ク

に
来

て

か

へ
る

、
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アチ ック ミューゼアム 日誌(1)

午
前
苗
俗

ノ
訳
文

ヲ
製
本
ス

午
後
図
書
目
録

ヘ
ノ
転
記

十

二
月

二
八
日

土
曜
日

雨

浜
田図

書
目
録

ヘ
ノ
転
記

(カ
ー
ド
)

十
二
月
二
九
日

日
曜

晴
天

浜
田

五
色
石

二
冊
外
七
冊
計
九
冊
製
本
を
な
す

早
川
さ
ん
オ
泊
リ

十

二
月
三
十
日

月
曜
日

高
木
さ
ん
、
袖
山
さ
ん
、
僕
、

三
人

で
文
庫

の
大
掃
除

夜

ア
チ

ッ
ク
の
大
掃
除
を
手
伝

ふ

十
二
月
三
十

一
日

火
曜
日

㊥か
ず
ノ
＼

の
思
出
を
残
し
て
今
年
も
今
日
を
以
て
別
れ
だ

思

へ

ば
今
夏
八
月
以
来
、
当
文
庫
員
の

一
人
と
し
て
働
く
事

に
な

っ
た

自
分
は
過
ぎ
し
五
ヶ
月
間
を
顧

み
て
其
処
に
、
な
ん
ら
、
形

の
あ

る
働
き
の
な
か
り
し
を
憾
む

只
す

べ
て
は
来
年
を
期
待
し
て
真
剣
味

の
あ
る
歳
た
ら
し
め
た

い

と
思

ふ
。
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236

註(-
)

袖

山
富
吉
・
昭
和

六
年

か
ら

;

一年
ま

で
書
生
と
し
て
過
ご

す
。

[
マ
ン
ス
リ

⊥

に
よ
れ
ば
、
袖

山
は

國

書
部
」

で
、
祭

魚
洞
文
庫

の
薯

の
整
理
を
中

心

に
仕
事

を
し
て

い
る
。
住
所

は

「
澁
澤
邸
内

」
と
あ

り
、
書
生

と
し

て
住

み
込
ん

で
い
た

こ
と
が

わ
か
る
。

(2
)

浜
田
國
義
・
昭
和

δ

年
八
旦

六
日
か
ら

國

書
整
理
に
従
事
」
す
る

[
マ
ン
ス
リ
⊥

.
奄
美
大
島

の
出
身
で
、
[誓

量

に
よ
れ
ば
、

そ

の
後
昭
和

エ
ハ
年

に
早
稲
田
大
学
政
経

専
門
部
を
卒
業
し
、
澁
澤

の
紹
介

で
台
湾
銀
行

に
就
職

し
た
。

フ、
の
日
誌

の
時
期

は
、
入
所
し
た

て
で
、

麻
布
商

工
学
校

へ
通

っ
て

い
る
。
袖
山
と
同
じ
く
ア
チ

ッ
ク
の
書
生

と
し

て
澁
澤
邸

に
住

み
込
ん
で

い
た
。

(
3
)

高
木

一
夫
。

昭
和

一
〇
年

一
月

か
ら
正
式

に
出
版
を
担
当
。
当
時
出
版

さ
れ
た

「
ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
彙
報
」
「
ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム

ノ
ー
ト
」
な
ど

の
編
輯
を
担
当

し
、
戦
後

の

一
、

二
年
頃
ま
で

一
〇
〇
冊
あ

ま
り
を
手
が

け
た

[
山、同
杢

㊤
録

。

[
誓

量

に
よ
れ
ば

、
歌
人

で
、

ア
チ

ッ
ク
内

で
も
高
木
を
始
め
袖
山
、

同
人

の
市
川
信
次
な

ど

で

「
梁
塵

歌
会
」
が
結
成

さ
れ

て

い
る

(註

(
45
)
参
照
)
。

ま
た
当
時
刊

行

さ
れ

つ

つ
あ

っ
た

『
文
献
索
隠
』

の

=

茶
俳
句
集
」
を
担
当

し
た

[
マ
ン
ス
リ

ー
]
。

(
4
)

ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
壱

ア
ム
イ

ト
。

ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
↓

ア
ム
彙
報
と
な

ら
ぶ
ア
チ

ッ
ク

の
刊

行
物

シ
リ

美

。
最
初

に
刊
行
さ

れ
た

の
は
第

二

・
山

。
和
雄
薫

明
治
前

期
を
中

心
と
せ
る
内
房
北
部

の
漁
業

と
漁
村
経
済

[見
聞
記
]
』

(上
)

で
、
刊
行

は
昭
和

一
〇
年

δ

月
で
あ

る
。

.」

の
昭
和

一
〇
年

に
は
・
±

月
に
第
四
の
櫻
田
勝
徳
著

『糸
満
漁
夫
の
聞
書
』
と
、
第
六
の
岩
倉
市
郎
著

『喜
界
島
生
活
誌
調
査
要
旦

、

三

月

に
第
三
の
櫻
田
勝
徳

・
山
口
和
雄
著

『隠
岐
島
前
漁
村
採
訪
記
』

の
、
計
四
冊
が
相
次

い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

(5
)

ア
チ
ッ
ぞ

三

壱

ア
ム
彙
報

(以
下

「彙
報
」
と
略
記
)
笙

と
し
て
昭
和

=

年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た

『愛
知
県
北
設
楽
郡
下
津
具
村

村

松
家
作
物
覚
帳
』
・
こ
の
時
期
、
図
版
原
稿
を
作
成
す
る
な
ど
刊
行

に
向
け
て
作
業
が
進
ん
で
い
た
。
本
書
は
下
津
目
六村
の
村
松
家

に
伝
え
ら
れ
、

「万
作
物
覚
帳
」
と
名
付
け
ら
れ
た
寛
政

δ

年
か
ら
明
治
二
九
年

に
わ
た
る
畑
作

の
作
物
誓

.
植
え
付
け
に
関
す
る
記
録

で
あ
る
。
早
川
孝
太

郎
が
昭
和
六
年
に
そ
の
存
在
を
智

、
翻
刻
す
る
と
共
に
、
「万
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
畑
の
名
を
現
実
の
畑
と
対
昭
ぎ

せ
る
等
分
析
を
加
、兇

上
で

 刊
行

さ

れ

た
。

(6

)

註

(
5
V
参

照

。



アチ ック ミューゼアム 日誌(1)

(
7
)

大
島
久
雄
。
澁
澤
家

の
書
生
。

　
　
　

　
　
ゆ

(9
)

建

黍

利
用
し
た
畢

料
理
店

[河
躍

ゆ
患

.
お
そ
ら
く
茅
場
町
二
百

八
二
の

「支
那
料
理

階
楽
園
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
・

(01
)

村
上
清
文
.
早
稲
田
大
学
国
文
科
を
卒
業
し
、
そ
の
後
雑
誌

罠

俗
学
』
の
璽

露

と
な

っ
た
が
・
昭
和
六
年
ア
チ

ッ
ク
の
同
人
と
な
り

[宮

本
讐

刈N
]
、
三
面
調
査

に
行
-
ま
で
ア
チ

ッ
ク
の
覇

で
あ

っ
た

([
マ
ン
ス
リ
⊥

所
載
の
住
所
録

に
は

麗

澤
邸
内
L
と
あ
る
)
・
ア

チ

ッ
ク

禮
謬
離

り解
請
鐸

擁
総

繕
献+鋸
鯉
肇
髭

熱
蝦

樹
桝癖

県
三
面

に
派
遣
さ
れ
、
翌
年
八
月
ま
で
滞
在
、
民
俗
調
査
を
実
施
し
狩
猟
用
具
な
ど
の
民
具
を
持

ち
帰

っ
た
・
帰
京
後
・
昭
和

δ

年
九
月
よ
畠

奢

年
館

へ
霧

す
る
よ
・つ
に
な
る
.
記
事
に
見

え
る

「送
別
会
」
は
、
村
上

の
呆

青
年
館

へ
の
勤
務

に
伴
う
も
の
で
あ
る
ワ」
と
が
わ
か
る
・

(U
)

足
半

(あ
し
な
か
)
は
鼻
緒
を
結
ん
だ
形
の
短
小
な
草
履
で
、
昭
和

δ

年
頃
か
ら
始

ま

っ
た
ア
チ
ッ
ク
に
お
け
る
最
初

の
共
同
登

研
究
の
試

み
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
.
.」
の
成
果
は
、
同
年
の

δ

月

δ

日
に
雑
誌

罠

肇

研
究
L
笙

巻
第
四
号

に

「所
謂
足
半

(あ
し
な
か
)

に
つ
い

て

(予
報

-
ご

と
し

て
嚢

さ
れ
た
.
記
事

の
頃

は
、
そ

の
原
稿

に
伴
う
写
真

図
版
キ

ャ
プ

シ

ョ
ン
や
校

正

な
ど

の
追

い
込

み
時
期

で
あ

っ
た

と

耀

る
.
続

い
て

(予
職

2
)
が
翌

=

年

「
民
族
学
研
究
」
第
二
巻
第

}
。写
に
掲
載
さ
れ
、
最
終
的
に
は
同
五
月
、
華

九
と
し
て
刊
行
さ

(尼)文醐欝

軸

難

諺

黙

既
め雛

禁

雛

畿

難

、螺

繋

霧

た帰
桑

毒
謡

鍵

撫

鑑
鰹
聾縫
灘
纏
纈

鰹

す

べ
く
準
備

を
進

め
て

い
る
」

と
あ

る
。

(31
)

辛

澤
二
郎
.
昭
和
九
年
九
月

か
ら
ア
チ
ッ
ク
勤
務
と
な

っ
た
市
川
信
次
と
兼
ね
て
か
ら
智

合

い
で

あ

っ
た
辛

澤
は
・
昭
和
八
年
頃
に
難

と
会
.つ
機
会
苗

来
、
澁
澤
は
そ
の
席
で
索
引
の
効
用
を
熱
心
に
説
い
た

と
こ
ろ
、
辛

澤
も
対
坐
し
て
い
る
う
ち
に
ア
チ
ッ
ク
で
や
ら
せ
て

も
ら

237



㎜

え

る
な
ら
文
献
索
引

の
妻

を
や

っ
て
み
よ
う
と
思

っ
た
と

い
三

櫻
田

一
㊤
刈
㊤
]
.
結
局
、
五
+
澤

は
市

川
よ
り
も
は
や
く
、
昭
和
九
年

七
月

に
ア

認2

チ

ッ
ク

入

り

し

た
。

(41
)
祭
魚
洞
文
庫
・
祭
魚
洞
は
敬
三
の
雅
号
で
、
[拾
遺
]
の
年
譜

・
昭
和
四
年

の
項

に

「
此
時
分
よ
り
祭
魚
洞
な
る
.写
を
用
い
始
む
.
書
物
姦

い

て
読
ま
ざ
る
鍮

.徒

に
魚
を
響

岸
に
棄
罹

様
を
墾

せ
る
支
那
古
句
月
夜
饗

魚
に
拠
る
.
尚
釣
を
好
み
徒
ら
に
殺
生
を
す
る
に
も
懸
く
」

と
あ
る
・
本
邸
の
西
側

に
昭
和
九
年
の
秋
頃
か
ら
建
設
が
始
ま
り
年
末

に
完
成
し
建

禦

察

魚
洞
文
塵

で
、
こ
れ
以
後
ア
チ
ッ
ク
の
活
動
は

ヲ

チ
ッ
ク
」
と

「文
塵

の
二
つ
の
建
物
を
拠
占
…に
行
わ
れ
た
.
澁
澤
は
昭
和
七
年
二
月
に
嚢

の
た
め
伊
豆
内
浦

の
三
津

に
滞
在
中
、

の
ち

に

『豆
州
内
浦
漁
墨

料
』

の
大
冊
と
な
る
史
料
群
を
発
見
す
る
.
翌
八
年
七
月

か
り
当
時
國
學
院
教
員
で
あ

っ
た
祝
宮
静

に
よ
り

「ア
チ

ッ
ク
」
の

二
階
で
こ
れ
ら
の
整
理
が
始
ま

っ
た
.

一
方
当
時
、
早
川
孝
太
郎

に
よ

っ
三

村
松
家
作
物
覚
帳
L
の
分
析
、
松
江
藩

「木
実
方
秘
隻

.
」
な
甥

筆
写
も
行
わ
れ
始
め
て
お
り
・

こ
こ
三

内
浦
史
料
』
の
仕
事
が
加
わ
り
古
文
書
毒

つ
ア
チ

ッ
ク
の
伝
統
が
強
く
推
し
進

め
ら
れ
た
こ
と
カ

「
文
厘

建
設

の
機
運
を
高

め
た

の
だ
ろ
う
と
、
櫻

田
は
推
測
し

て

い
る

[櫻

胆

量

。

(垢
)

本
邸

の
東
北
側

に
あ

っ
た
四
階
建

て

の
杢

燈
の
建
物
.
直
接
研
究

に
関
係

の
な

い
図
童
日
が

お
か
れ

三

た
.
註

(
2。
)
参
照
.

.

(
61
)

吊

孝
太
郎
・
三
河
出
身

の
票

で
・
雑
誌

『
郷
土
研
究
』

へ
の
寄
稿
を
き

っ
か
け

に
柳

田
國
男

の
知
遇
を
得
、
民
俗
学

の
道

に
入
る

大
隻

鍵

難

嚢

難

ゼ藩
勧鑓
麹

灘

霧

輻

嬉肋諺
瓢

黙

野

年
五
月
に
は
難

が
計
画
し
実
施
さ
れ
た
鹿
児
島
+
島

の
壮
ハ同
調
査
に
参
加
し
た
.
昭
和

δ

年
の
こ
の
時
期
は
八
月
に
岩
手
県
荒
沢
村
、
九
月

に

(71
)那
耀

帥
畿

東
京
芝
区
田
村
町
に
あ

っ
た
印
刷
会
社
で
・
ア
チ
ッ
ク
で
は
こ
の
時
饗

報
の
図
版
製
版
を
発
注
し
て
い
た
.
日
誌
か
ら

『村
松
家
作
物
覚
帳
』
『武
覆

谷
村
郷
土
資
料
』
『所
謂
足
半
に
就
い
て
』

の
写
真
や
地
図
の
製
版
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
.

(81
)

合
資
会
社
川
崎
活
版
印
刷
所
.
東
京
市
京
橋
区
築
地
に
あ

っ
た
.
『村
松
家
』
の
本
文
活
版
印
刷
を
担
当
.

麹

讐

鴇

牒

漏

瀦

熔

は
「図
書
部
の
報
告
に
よ
る
斉

中
に
文
庫
図
書
原
簿
短

せ
ら
れ
た
冊
数
は
吾

三
+
五
冊
で
、

依
然
と
し
て
水
産
関
係
の
書
が
多
数
で
あ
る
.
早

作
成
中
の
黒

は
文
庫

の
み
に
収
蔵
せ
ら
れ
た
も
の
で
、

.」
れ
は
文
庫
収
蔵
の
図
室
日が
大
体
に



アチ ック ミューゼアム 日誌(1)

ま

つ
整
理
を
了

へ
た

の
で
、

百

で
見
渡
し
得

る
様

に
と
、
高

木
、
袖
山
、
大
島

三
氏

に
よ

っ
て
謄
写
出
版

さ
る

べ
く
仕
事
を
急

が
れ
て

い
る
・

.、
れ
が
終
了
す
る
と
三
氏
は
書
庫

の
方
に
移
る
手
筈
に
な

っ
て
い
る
。
書
庫
が
完
了
す
れ
ば
慕

で
・
そ
れ
で
大
体
図
嚢

理
が
終
わ
る
の
で
あ

る
.
L

と
あ

る
.
当
時

、
ア
チ

ッ
ク
の
図
書
類
は

支

厘

、
書
庫

、
書
斎

に
分
散
し
て
置

か
れ
、

日
誌
記
事

の
頃
は
・
「
文
庫
」

の
整
理
が
終
了
し
・

書
庫
の
馨

整
理
が
始
ま

っ
て
い
る
頃
と
な
る
.
〔持

量

に
よ
れ
ば

「建

本
邸
の
西
側
に
軒
を
接
し
て
建

て
ら
れ
た
・
膨
大
な
図
漿

収
蔵

さ
れ
て
い
る
文
庫

(祭
魚
洞
文
庫
)

と
呼
ば
れ

て
い
た
研
究
室

と
、

そ
の
文
庫

の
北
側

の
、
通
称

ア
チ

ッ
ク
と
よ
ば

れ
て
い
た

二
階
建

て
の
建
物

の

二

つ
の
棟

か
ら
な

っ
て

い
た
。
そ

の
ほ
か
、
本
邸

の
東
北
側

に
、
車
庫

と
並

ん
で
、
灘

と
呼
ば
れ

て

い
た
四
階
建

て
の
木
造

の
建
物
が
あ
り
・
こ

.
」
に
は
直
接
研
究

に
資

す
る
本
は
あ
ま
り
多
姦

か

っ
た
と
思

う
が
、
文

学
全
集

や
あ
ら

ゆ
る
分
野

の
本

が
ぎ

っ
し
り
と
収
蔵

さ
れ
て
い
た
L

と
い

う

。

(12
)

ア
チ
ッ
ク
マ
ン
ス
ー

。
昭
和

δ

年
七
月
三
〇
日
付
け
で
篁

号
が
発
刊
.
昭
和

西

年
五
月
の
第
四
四
号
の
あ

と
こ

年
以
上
の
兜言

の
後
・

昭
和

一
五
年
八
月
の

「季
刊
ア
チ
ッ
ク
」
聖

の
発
刊
を
最
後
量

実
上
の
廃
刊
と
な
っ
て
い
る
。
同
人
の
動
向
や
・
当
時
ア
チ

ッ
ク
内
で
交
わ
さ

れ

て

い
た
議
論

な
ど
も
盛

り
込
ま
れ
、
当
時

の
ア
チ

ッ
ク

の
様

子
を
知

る
貴
重
な
史
料
と
な

っ
て

い
る
。

(
22
)

当
時

の
鐘

邸

に
は
正
要

関
、
内
玄
関

の
二

つ
の
玄
票

あ
り
、

こ
の
二

つ
の
玄
関

の
間

の
三

つ
ほ
ど

の
畳

の
部
屋

の
う
ち
二
部
屋
が
・
五
・

六
名

い
る
書
生

の
勉
強
部

屋
兼
寝
室

で
、

こ
れ
を

「
お
次
」
と
呼
ん
で

い
た
と

い
う
.

お
次

の
書
生

の
仕
事
は
・
電
話

の
受
付
・
客

の
対
応
・
取

り

次
ぎ
、
屋
敷

の
洋
館
部
分

の
掃
除

な
ど
で
あ

っ
た

[
持

6
0
ご
。

(
23
)

書

店
と
思

わ
れ
る
が
詳
細
不
明
。

(
42
)

小
川
徹
。
東
京
大
学
在

学
中

か
ら
ア
チ

ッ
ク
入
り
し
、
集

ま
り

つ
つ
あ

っ
た
民
具

の
整

理
な
ど

を
行

っ
た
・
足
半

の
共

同
研
究

に
お

い
て
は
・

「標
本
資
料
の
鐘

並
に
測
定
、
足
半

の
構
造
、
結
び
の
名
称
」
を
担
当
し
た
.
昭
和

三

年
、
日
本
民
族
学
会
附
饗

肇

博
物
館

(註

(26
)参

照
)
の
設
立
に
伴
い
、
高
橋
文
太
郎
、
貸

勇
、
宮
本
馨
太
郎
と
と
も
に
学
会
附
属
民
族
学
研
究
所
の
研
究
員

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
・

(25
二

武
蔵
保
谷
郷
土
資
料
』
の
ヲ、
と
。
彙
報
第
五
と
し
て
昭
和

δ

年

三

月
に
刊
行
.
高
橋
文
太
郎
が
自
ら
の
生

ま
れ
た
保
谷
村

(現

.
東
京
都

西
東
京
市

)

の
民
俗
を

ま
と
め
た
。

(26
)

高
橋
文
太
郎
。
武
蔵
保
谷
村
の
資
産
家
高
漿

に
生
ま
れ
る
.
大
学
卒
業
後
、
父
の
妻

(武
蔵
野
鉄
道
重
役
)
を
継

ぐ
と
と
も
に
・
柳
田
國
男

に
師
事
.
ー

に

「山
と
民
俗
」
に
つ
い
て
調
李

報
告
を
発
表
し
、
ア
チ
ッ
ク
で
は
昭
和
九
年
の
驕

+
島
馨

か
ら
調
査
旅
行
に
も
参
加
し
た
・

m



昭
和

三

年
・
難

と
高
橋
に
よ
り
保
谷
村
に
八
千
坪
の
土
地
が
、
昭
和
九
年
に
設
立
さ
れ
て
い
た
日
歪

族
学
会
に
寄
付
さ
れ
、
学
会
附
属
研
究

所

と
博
物
館
が
設
立

さ
れ
た
・

ア
チ

ッ
ク
で
収
集

さ
れ

て
い
た
民
具

は
こ
こ

に
移

さ
れ
、
高

橋
も
研
究
員

と
な

っ
た
.

『保

谷
村
郷
土
資
料
』

の
ほ

か

『秋
田
マ
タ
ギ
資
料
』
(ノ
ー
ト
第

三

昭
和

一
二
年
;

糠

』

(イ

ト
巻
二
四

昭
和

毛

年
)
も
刊
行
さ
れ
て
い
る

[宮
本
讐

旦

.

(72
)

浅
川
富
夫
・

『
所
謂
足
半

に

つ
い
て
』

に
、
長
野
県
南
安
曇
郡
鳥
川
村

で
足
半
を
製
作

し
ア
チ

ッ
ク
に
寄
贈
し
琶

日
、
載

せ
ら
れ
三

る
.

(
28
)

織

田
完
之
旧
蔵

の
文
庫
。

ア
チ

ッ
ク
に
収
蔵

さ
れ
整
理
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。

(92
)

張
甲
特
・
[
マ
ン
ス
リ
⊥

第

喜

に

「光
薯

六
年
か
ら
明
治
末
期

に
至
る
五
六

一
通
の
朝
讐

峯

臼目
録
の
、
力
轟

を
作
成
完
了
せ
ら
れ

た
張
甲
特
氏

の
努
力
も
醤

で
な
か
な
か
大
き
い
」
と
あ
り
、
朝
鮮
古
文
書
の
整
理
に
当
た

っ
て
い
な

」
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
臨
時
に
織
田
文

庫

の
整

理

に
当

た

っ
た

が
、

昭

和

一
〇

年

一

一
月

、

ア

チ

ッ
ク

を
離

れ

た

[
マ
ン

ス
リ

ー

]
。

(3・
)

山

。
和
讐

『明
治
前
期
を
中
心
と
せ
る
内
房
北
部
の
漁
業

と
漁
村
経
済

[見
聞
起

(上
二

の
こ
と
。

(31
)

紙

の
種
類

と
思

わ
れ
る
が
詳
細
不
明
。

(
32
)

民
友
社
印
刷
所
。
東
京
市
京
橋
区
銀
座
西

に
あ

っ
た
。

(33
)

土
暑

雄
・
旧
制
二
高
・
東
京
帝
国
大
学
讐

学
部
以
来
の
友
人
で
あ
り
、
澁
澤
が
ア
チ

ッ
ク
に
力
を
入
れ
る
よ
.つ
に
な

っ
て
か
ら
は
、
相
談
役

と
し
て
若
い
研
究
者

の
碧

や
幾

を
す
る
な
ど
協
力
し
た
.
昭
和

二

年
、
龍
門
社
で
の

『難

栄

蛋

記
資
料
』
饗

事
業

に
あ
た

っ
て
は
、

澁
澤
は
当
時
東
大
助
教
授
で
あ

っ
た
重

に
籍

す
る

編

筆

業
は
昭
型

八
年
に

一
応

の
結
末
が

つ
い
た
が
、
最
終
的
な
刊
行
の
終
了
は
昭
和

四
六
年
で
・
全

ハ
八
巻
・)
な
ど
・
公
私
些
目
万

澁
澤
が
最
も
信
頼
し
た
友
人
の
ひ
と
り
で
あ

っ
た
。
昭
和
五
五
年
か
ら
財
団
法
合

本
常
民
文
化

研
究
所

の
理
事
長

を

つ
と
め
、
神
奈
川
大
学

へ
の
移
譲

に
あ

た

っ
て
尽
力
し
た
。

(
43
)

有
賀
喜
左
衛

門
・
難

と
は
旧
制

二
　・同
で
同
級

で
あ
り
、
ア
チ

ッ
ク

の
集

ま
り

に
も
早
く

か
ら
出
席

し
て

い
た
.
昭
和
九
年

繕

ま

っ
た
岩
手
県

石
神
村
調
査

で
は
・
有
賀
を
は
じ
め
、
土

屋
喬
雄
、
今
袈

郎
、
早
川
孝
太
郎
が
参
加
し
共
同
調
蒙

実
施

さ
れ
た
。
有
賀

は

「
南
部

二
戸
郡
石
神

村
に
於
け
る
大
家
族
制
度
と
名
子
制
度
」
を
著
し
、
昭
和

画

年

三

月
、
彙
報
第
四
二
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
.
昭
和
四
二
年
か
ら
亡
く
な
る
五
四

年
ま
で
財
団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
理
事
長
を

つ
と
め
た
。

(
53
)

[
マ
ン
ス
リ
⊥

に
よ
る
と

「
九
月
+

四
日

夜
、

土
屋
、
有
賀
両
先
生

の
荒
沢
村
調
査
墾

口
会

あ
り
」

と
あ
り
、

[茗

簿
]

に
よ
れ
ば
出
席
者

は
澁
澤

土
屋
・
有
賀

の
ほ
か
山
本

二
三
丸
、
村

上
清
文
、
市
川
信
次
、
藥

憂

麿
、
小
松

肇

、
小
川
徹

、
磯

貝
勇
、
山

。
和
雄
、
伊
豆

川
浅

240



アチ ック ミューゼアム 日誌(1)

士
口
、
高
杢

夫
、
五
+

澤
二
郎
、
宮
本
馨
太
郎
、
木
川
半

之
丞

で
あ
り
、

こ
の
研
究
会

は

「
例
会
」

と
称

さ
れ
て

い
る
・

(%
)

日
野
屋
洋
紙
店
。
銀
座

二
丁
目

に
あ

っ
た
洋
紙
問

屋
。
社
長

は
永
島
裕

三
氏

[持
唇

塁

・

(
73
)

市
川
信
次
.

[櫻

巴

り
刈
㊤
]

に
よ
れ
ば

昭
和

七
年
七
月

に
早
川
孝
太
郎

の
案
内

で
澁
澤

に
会

い
、
昭
和
九
年

九
月

か
ら

ア
チ

ッ
ク

に
入

る
・

[芳

名
簿
]
の
市
川
の
名
の
貿

は
、
昭
和
七
年
七
月
吉

の
例
会

で
、
そ
の
後
昭
和
九
年

δ

月

西

日
の
例
会
か

ら
再
び
名
が
見
え
る
・
罠

具
問

答
集
』

の
質
問
状
や
写
真
の
整
理
を
行

っ
た
。
郷
里
越
後
高
田
の
暫
女
の
調
査
も
行

っ
て
い
る
。

(
83
)

宮
本
馨
太
郎
.
す

で
に
ア
チ

ッ
ク

に
関

わ
り
の
あ

っ
た
父

勢

助

に
伴

わ
れ
昭
麹

二
、

四
年

頃
か

ら
例
会

に
出
席

し
て
お
り
・
三
河
花
祭

や
・
昭

和
九
年

の
薩
南
+
島
、
壱
岐
な

ど
の
採
訪
旅
行

へ
参
加

し
て

い
る
。

そ
の
後
昭
和

δ

年

か
ら
は
毎

日
ア
チ

ッ
ク

へ
通
う
よ
う

に
な
り
・
種

々
の
調

査
旅
行
や
、
足
半
共
同
研
究
、
罠

具
嬰

.集
』
罠

具
調
査
蒐
集
要
目
濡

纂
な
ど
に
携
わ

っ
た
。
昭
和

三

年
・
磯
貝

高
橋
・
小

川
氏
ら
と
と

も
に
学
会
附
属
民
族
学
研
究
所

の
研
究
員
と
し
て
ア
チ

ッ
ク
よ
り
派
遣
さ
れ
た
.
昭
和

一
七
年
、
(財

百

本
民
族
学
協
会
が
成
立
す
る
と
壕

賦
調
査

部
主
任
兼
博
物
館
主
任
と
し
て
、
戦
中
-
戦
後
の
混
乱

の
中
、
華

民
具
を
守
り
、
昭
和
二
七
年
民
肇

博
物
館

の
羅

に
尽
力
し
た

[宮
本
馨

一
Φ
0
。。
]
。

(39
)

東
京
蒲
田
出
雲
町

に
あ

っ
た
三
省
堂
蒲

田
工
場
。

ア
チ

ッ
ク

で

『
ノ

ー
ト
』
な
ど

の
印
刷
を
発
注
し
た
・

(04
)

磯
貝
勇
.

[茗

簿
]

に
よ
れ
ば
昭
和

δ

年

四
月

の
集

ま
り

か
ら
そ

の
名

が
み
え
、
翌

二

年

四
月

か
ら
正
式

に
ア
チ

ッ
ク
同
人

と
な

る
・
足

半
共
同
研
究
で
は
足
半
の
製
作
工
程

に
つ
い
て
分
担
し
、
[
マ
ン
ス
リ
⊥

誌
上
に

罠

具
の
属
名
L
罠

具
と
星
の
呼
称
L
を
載
せ
る
な
ど
・
ア
チ

ッ
ク
の
民
具
研
究
を
担

っ
た

一
人
で
あ

っ
た
。
保
谷
の
学
会
附
属
民
族
学
博
物
館

に
研
究
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

(堀
ご

、
の
旅
は
掌

県
岩
泉

へ
行

っ
た
も
の
で
、
澁
澤
の
ほ
か
土
暑

雄
、
纂

馨
太
郎
、
小
川
徹
、
磯
貝
勇
の

メ
ン
バ
ー
で
・
当
時
岩
手
県
史
饗

主
任

の
森
嘉
兵
衛

の
案
内

に
よ
り
史
料

を
閲
覧

し
て
い
る

[
旅
譜
]

[
マ
ン
ス
リ
i
]
。

(42
)

製
本
屋

で
あ
る
が
詳
細
不
明
。

(34
)

小
松
肇

.
昭
和

δ

年
二
月
、
金
子
総
平
に
替
わ
り
入
所
.
豆
州
内
浦
史
料

の
鐘

、
編
纂

に
従
事
す

る
・

=

年
四
月
台
湾
研
究
の
た
め
予

察
旅
行
な
ど
を
行

つ
が
、
同
年
七
月
よ
り
病
気
の
た
め
休
暇
、
秋
に
は
鷹

し
、
内
浦
史
料
篁

巻
発
刊
を
み
て
昭
和

≡

年
四

月
か
ら
再
び
療
養

に
入
る
。

[
マ
ン
ス
リ
⊥

に
は
自
己
紹
介
と
し
て

萌

治
四
四
年
東
京
生
れ
.
(略
藁

洋
史
専
攻
、
従
来

漢
代

の
文
化
に
興
味
を
寄
せ
て
い
た
が
・

或
る
動
機
か
ら
此
奴
が
揺
い
で
来
た
の
で
思
案
中
」
と
あ
る
。
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(44
)

野
澤
邦
夫
・
昭
和

δ

年
三
月
入
所
.
祝
宮
静

の
助
手
と
し
て
祭
魚
洞
文
庫

に
お
い
て
内
浦
史
料

の
整
理
、
饗

に
従
事
す
る
.
[
マ
ン
ス
リ
⊥

に
よ

れ
ば
・
運
動
部
長

と

い
う

こ
と
で

デ

チ

ッ
ク
庭
球

ト
ー
ナ

メ
ン
ト
L

な
ど
を
催

し
て

い
る
。

(
妬
)

ア
チ

ッ
ク
内

で
行
わ
れ

て
い
た

「
灘

歌
△
広
」

の
こ
と
.

[
マ
ン
ス
リ
⊥

に

「
難
し

い
批

評
や
議
論

な
ぞ
は
姑
く

お

い
て
月

に

一
度

み

つ
ち
り

歌
を
作
ら
う
と

い
ふ
の
が
梁
駿

会

の
主
旨
と

で
も

い
ふ
の
で
あ
呈

せ
う

か
」

と
あ

る
.

日
誌

の
記
事

に
関

し
て
は

[
マ
ン
ス
リ
⊥

に
次

の
よ

暫

く
休
ん
で
ゐ
た
歌
会
を
九
月

二
+
四
日
の
夜
ア
チ

ッ
ク
で
開
催
。

こ
の
日
嵐
め
い
た
風
雨
の
激
し
い
夜

で
あ

つ
た
が
出
席
は
案
外

う

に
あ

る
む

に
多
数
で
あ

つ
た
事
は
愉
快
な
事
の

;

で
あ
る
.
定
連
で
鉄
席
し
た
の
は
五
+
澤
で
、
出
席
し
た
か
の
㌍

で
誉

つ
で
な
か
つ
た
の
は
小
松
君
で

あ

る
・
山
本
君
に
は
詠
草

二
首
あ

れ
ど
残
念

乍
ら
此
処

に
掲
載

す
る
と
叱
ら

れ
さ
う
な

の
で
止
め
る
よ
り
致
方

な

い
.
村
上

(
清
文
)
も
亦
句
を
打

ち
案

じ
る
籍

久

し
か

つ
た
や
う
で
あ
る
が
終
り
ま

で

に
は
出兀
成

を
見
ず

に
し
ま

つ
た
.

と
僕
は
観
察
し
た
が
、
案
外
打

ち
案
じ

て
ゐ
た

の
は
他

の

事
で
あ

つ
た
か
も

わ
か
ら
な

い
」
。
主
催

し
て

い
た

の
は
歌
人

で
も
あ

っ
た
占口同
木

一
夫
。

(妬
)

ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
↓

ア
ム
彙
報
・
イ

ト
と
な
ら
ぶ
ア
チ

ッ
ク
の
刊
行
物

シ
リ
支

の
ひ
と

つ
.
最
初
の
刊
行
は
昭
和
九
年
、
竹
内
利
美
編

の

『小
学
生
の
調

べ
た
る
上
伊
那
川
島
村
郷
土
誌
』

(彙
報
第
三

で
あ
る
が
、
第

ぼ

昭
和

=

年
の
早
川
孝
太
郎
校
註

憂

知
県
北
設
楽
郡
下
津
具

村

村
松
家
作
物
覚
帳
』
で
あ
る
。

(74
)

町

罠

は
町
田
星

の
こ
と
・

[
マ
ン
ス
リ
⊥

に
よ
れ
ば
同
氏

の

詞

馬

寄
村
古
記

録
L

は
彙
報

と
し
て
数

冊
、
刊
行

の
予
定

に
な

っ
て

い
た

が
、
結
局
刊
行
さ
れ

て
い
な

い
。

(
48
)

印
刷
所
と
思

わ
れ
る
が
詳
細
不
明
。

(
49
)

不
明
。

不
明
。

(
50
)

(15
)

昭
和

δ

年

二

月
に
刊
行
さ
れ
た
櫻
田
勝
徳
葦

糸
満
漁
夫
の
聞
書
-

隠
岐
調
査
墾

口
2
』

(イ

ト
四
)
9

、
と
.

(
52
)

甘
利
氏

甘
利
武
雄
。

民
友
社
印
刷
所

の
社
員

(社
長

力
)
。

鎚

軒
響

年
か
ら
大
正
五
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
月
刊
の
羅

誌
・
江
戸
時
代
風
俗
考
額

地
方
風
俗
の
紹
介
な
ど
を
内
容
と
し
、
図
版
が

多

用
さ
れ
た
。
東
陽
堂

が
出
版

元
。
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アチ ック ミュー ゼアム 日誌(1)

(
55
)

不

明
。

(56
)

岩
倉
市
郎
.
昭
和

δ

年
七
貝

ア
チ

ッ
ク
に
入
る
。
同
年
八
月
の
隠
岐
調
査

へ
参
加
、
九
月

百

に
覆

へ
赴

き
・
帰
京
し
た
の
が
日
誌

の
記

載
で
あ
る
.
棄

病
弱
で
あ

っ
た
た
め
、

=

月

に
は

『喜
界
島
生
活
誌
調
査
要
量

(イ

ト
笙

ハ
)
を
刊
行
す
る

も
の
の
・
嚢

を
兼
ね
て
故

郷
の
喜
界
島

へ
向
か
い
、
約

牽

間
調
査
を
行

っ
た
.
昭
和

三

年
五
月
凄

上
京
し
、

=
ハ
年

に
か
け
て

(『薩
州
山
川
ば

い
船
響

』

(ノ
ー
ト

笙

六

昭
和

三

年
)
、
,響

界
島
代
官
記
』

(彙
報
第
四

一

昭
和

西

年
)
、
憲

界
島
阿
伝
村
立
越

(彙
報
第
四
四

昭
和

一
五
年
×

『喜
界

島
漁
業
民
俗
』

(彙
報
第
五
五

昭
和

エ
ハ
年
)、
響

界
島
年
中
行
蛋

(難

第
六
〇

昭
和

天

年
)
を
刊
行
し
た
・

こ
の
間
も
た
び
た
び
入
院
・

療
養
の
た
め
の
帰
郷
、
上
京
を
繰
り
返
し
、
昭
和

天

年
澁
澤
ら
覧

守
ら
れ
な
が
ら
死
去
し
た
・
享
年
三
九
歳
・

(75
)

横
内
正
直
.
長
野
県
出
身
で
昭
和

δ

年

δ

月
者

に
ア
チ
ッ
ク
に
書
生
と
し
て
入

っ
た
が
、
翠

三
月
中
旬
に

ヨ

次
L

へ
移

っ
た

[
マ
ン

ス
リ

⊥

。

(85
)

昭
和

δ

年

δ

月
発
行

の

[
マ
ン
ス
リ
⊥

四
号
に
、
蓮

動
部
よ
り
L
と
し
て

藁

京
巨
人
軍

に

一
泡
ふ
か
せ

る
積
り
で
作
ら
れ
た
の
で
は

な

い
が
、
綱
町
+
番
地
に
そ
の
覇
を
称

へ
る
全
ア
チ

ッ
ク
軍
は
近
日
中
に
全
柏
竈
軍
と
相
ま
み
え

る
事
に
な

っ
た
・
尚
こ
れ
と
前
後
し
て
立
癸

学

史
学
科
軍

と
の
対
戦
が
予
定
さ
れ

て
い
る
」
と
あ

る
。

(弱
)

木
川
半
之
丞
.
[栗

量

に
よ
れ
ば
、
ア
チ
ッ
ク
の
刊
行
物

で
使
用
し
た
民
具

文
費

絵
画
等
の
写
真
撮
影
を
担
当

し
た
・
岡
薙

の
斡

旋

で
ア
チ

ッ
ク

に
関

わ
る
よ
う

に
な

っ
た
が
、
も
と
は
東
大

人
類
学
教
室

で
写
真
撮

影

に
従
事

し
て

い
た

と

い
う
。

(
60
)

『
糸
満
漁
夫

の
聞
書
』

の
こ
と

(註

(51
)
参
照
)
。

(α
)

下
戸
前
敏
。
[
マ
ン
ス
リ
⊥

第
五
.藷

支

、
か
ね
て
人
類
学
雑
誌

東
洋
学
芸
雑
誌
の
醤

録
作
成
に
好
意
的
助
力

を
寄
せ
ら
れ
て
ゐ
た
下

戸
前
敏

君
は
此
程

そ
の
完

了
を
見
、
再
び
父
君

の
畢
生

の
大
事
業
た

る
雑
誌
索
引

の
事
業

に
専
念
携

ら
れ
る
事

と
な

つ
た
L

と
あ
る
・

(
62
)

註

(
56
)
参
照
。

(63
)

昭
和

δ

年

三

月

に
刊
行
さ
れ
る
櫻
田
鷺

・
山
・
和
雄
壮
ハ著

薩

岐
島
前
漁
村
探
訪
記
』
(イ

ト
笙

扁一)
の
原
稿

の
こ
と
・

(
64
)

ベ

ル
ギ

ー

人
。

(
65
ニ

マ
ン
ス
リ
⊥

に
よ
れ
ば
、

δ

月

西

日

に

「
林
茎

、
設
楽
啓
冶
、

E

・
G

マ
ラ
ン

(
ベ
ル
ジ

ッ
ク
)
・
比
嘉
覇

中
垣
一虎
次
郎
」
が
来

訪

し
た
と
あ

る
が
、
日
誌

と
日
付

が
異

な
る
。

243



㎝

(
66
)

田
島
昌
次
・
当
時

の
澁
澤
家

の
執
事
。

[拾
遺
]

の
深
川
時
代

の
書
生
を
撮

っ
た
写
真

に
も
写

っ
て
い
る
。

(
67
)

年

代
は
異

な
る
が
、

[拾
遺
]

に
運
動
会

の
写
真
が
あ

る
。

(
86
)

そ
れ
ま

で
ア
チ

ッ
ク
ミ
ウ
ゼ

ア
ム
、

ア
テ
ィ

ッ
ク
な
ど
と
表

記
が
ま
ち
ま
ち
で
あ

っ
た
も

の
を

「
ア
チ

ッ
ク

、、、
ユ
ー
ゼ

ア
ム
」
と
す
る
事

が
決

ま

っ
た
・

[
マ
ン
ス
リ
⊥

に
も

「
尚
従
来
不
統

一
で
あ

っ
た

監

ま

・
ωΦ
§

の
仮
名
書
は

ア
チ

ッ
ク

:
・、
ユ
ー
ゼ

ア
ム
と
為

宮

」
と
に
決
定

し

た

」

と

あ

る
。

(
69
)

銀
座

三
丁
目

に
現
在
も
あ
る
文
房
目
ポ商
。

ア
チ

ッ
ク
で
は
文
房

具
は
.
」
の
伊
東
屋

で
調
達
し

て
い
た

[笹

豊

。

(
07
)

岩
倉

は
昭
和

δ

年

=

月

か
ら
喜
界
島
調
査

を
開
始
す

る

(註

(
弱
)
参
昭
州)
が
、

そ
れ

に
あ

た

っ
て

『喜

界
島
生
活
調
査
要
旦

を
作
成

し
た
.

そ
の

「前
書

」

に
よ
れ
ば
・
岩
倉

は
こ
の

『
要
旦

を
喜
界
島

の
調
査
協
力
者

に
配
布

し
、
当
事
者

の
直
接

の
記
録
を
本

に
纏

め
る
、心
づ
も

り
が
あ

っ
た
よ
う
で
・
記

録

の
仕
方

に

つ
い
て
」

で
+
項
目

の
記
録
方
法

の
注
意
、

お
願

い
な
ど
を
述

べ
て

い
る
が
、

そ

の

;

に

「
原
驚

紙

は

.」
ち

ら
か
ら
差
し
上
げ

ま
す
L
と
あ
り
・
お
そ
ら
く
日
誌
記
事

の
原
稿

用
紙
は

こ
の
為

の
も

の
で
あ

っ
た

で
あ

う

つ
。

[椿

一
㊤
Φ
㎝
]
も
、
岩
倉

の
こ
2

年
間

の
調
査

に
あ
た

っ
て
は
ア
チ

ッ
ク
か
ら
調
査
費
用

は
も

ち
ろ
ん
、
必
要

に
応

じ
て
原
稿

用
紙
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ

ム
な
ど
の
必
需
.
叩
が
送
ら
れ
て

き
た
、

と
述

べ
て
い
る
。

(
17
)

[旅
譜
u

に
よ
れ
竺

○
月

三

日

に
出
発
し
、

黒
部
、
氷
見
、
金
沢
を
巡

り
、

二
九

日

に
帰
京
し

て

い
る
。

ア
チ

ッ
ク
か
ら

は
市

川
が
同
道
し

て

い
る

「
マ

ン

ス
リ

ー
]
。

(
72
)

不

明

。

(
73
)

不

明

。

(盟
ニ

マ
ン
ス
リ
⊥

に

「
先
生
と
市
川
さ
ん
と
は
御
旅
行
中
で
軽

さ
れ
た
が
ア
チ
ッ
ク
に
金
曜
の
集
り
が
行
は
れ
た
.
先
生

の
藷

で
、
既
銭

最

く
な

つ
て
居
る
蒐
集
目
安
を
多
少
増
補
訂
す
る
ア」
と
に
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
.
集
る
者
は
由、羅

文
太
郎
氏
以
下
約
+
人
、
高
木
さ
ん
に
進
行
係

り
を
お
願
ひ
し
て
大
髄
の
骨
組
を
決
定
し
た
L
と
あ
る
.
「採
告

安
」
と
は
昭
和
五
年

に
刊
行
さ
れ
た

『蒐
集
物
目
安
』
の
こ
と
で
、
大
著

『花

祭
』
を
出
版
し
た
年

章

川
孝
太
郎
を
中
心
に
作
ら
れ
た
.
[宮
本
馨

豊

に
よ
れ
ば
、
早
川
の
愛
知
県
北
設
楽
郡
の
山
村
調
査
を
き

っ
か
け
と

し
て
・

ア
チ

ッ
ク

の
郷
土
玩

具

か
ら
生
活

・
生
産

用
具

の
収
集

・
研
究

へ
と
大

転
換
が
あ

り
、
全

国
的

な
収
集

.
調
査
が
企
図

さ
れ
、

そ

の
中

で

冤

集
物
目
安
』
が
作
成
さ
れ
た
と

い
う
.
こ
れ
に
よ
り
ア
チ
ッ
ク
の
峯

民
具
は
増
加
し
、
罠

具
図
墓

の
編
纂
が
意
図
さ
れ
た
が
、
そ
の
解
説
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アチ ック ミューゼ アム 日誌(1)

資
料

の
不
足

か
ら
、
収
蔵
民
具

に

つ
い
て
名
称

・
採
集

・
製
作

・
由
来
な
ど
の
事
項

に

つ
い
て
寄
贈
者

・
使

用
者

に
質
問
し
回
答
を
求

め
る
作
業
が

行
わ
れ
た
。

そ
の
体
験

か
ら
こ
の
記
事

に
見
ら
れ

る
よ
う

に

『蒐
集
物
目
安
』

の
改
訂

と
調
査
項

目
の
作
成
が
進

め
ら
れ
、
昭
和

一
二
年

に

『
民
具

蒐
集
調
査
要

目
』

が
刊
行

さ
れ
た
。

ち
な

み
に
、
昭
和

五
年
段
階

で
は
ま
だ
民
具
と

い
う
言
葉

は
用

い
ら
れ

て
お
ら
ず
、

宥

賀

壽

]

に
よ
れ
ば
・

澁
澤
は

「
蒐
集
物
」

の
ほ
か

「
民
俗
品
」
と

い
う
言
葉
も
使

っ
て
い
た
が
、
昭
和

九
年

か
ら

↓
○
年

に
か
け

て
の
時
期

に

「
民
具
」
と

い
う
言
葉
を

創
作
し
使

い
始

め
た
と

い
う
。

(
57
)

山
本

二
三
丸
。
当
時
、
東
京
大
学
経
済
学
部
在
学
中
。

ア
チ

ッ
ク

の
例
会

に
は
昭
和

δ

年
四
旦

六
日

か
ら
出
席
し

て
い
る
・

ま
た

[
マ
ン
ス

リ

ー
]
第

五
号

(昭
和

「
○
年

一

一
月
)

に

「
民
具
に
就

い
て
」

の
文
を
寄

せ

て
い
る
。

(
76
)

金

子
総
平
。
祝
宮
静

に
よ
り
開

始
さ
れ
た
内
浦
史
料
整
理

の
助
手
と
し

て
、
昭
和

八
年
秋
頃

か
ら

ア
チ

ッ
ク
入
り
す
る
。
昭
和

一
〇
年

頃
か
ら
例

会

に
参
加
す

る
よ
う

に
な
り
、

ま
た
勤
務
先

(高
輪
学
園
)

の
休
日
を
利
用
し

て
南
会
津
地
方

の
熊
狩
り
調
査

も
開
始

し
て
い
る
。

こ
れ
は
昭
和

一

二
年

一
二
月

に
ノ
ー
ト
第

一
三

『
南
会
津
北
魚
沼
地
方

に
於

け
る
熊
狩
雑
記
』
と
し

て
結
実

し

て
い
る
。

ま
た
、

昭
和

一
四
年
刊

の

『星
家
所
蔵
種

子
帳
稲
刈
帳
』

(彙
報
第

三
八
)
、
「
越
後
栃
尾
俣
温
泉
文
書

」

(
『
社
会
経

済
史

料
雑
纂

第
三
輯
』
彙

報
第
六

二
所
収
)
は
金
子
が
発
見

し
、
翻
刻

に

至

っ
た
も
の
で
あ

る
。
戦
時
中

、
同
人
鹿

野
忠
雄
氏

と
ボ

ル
ネ

オ
に
渡
り
熊

の
調
査

に
当

た

っ
て

い
た
が
そ

の
ま
ま
消
息

不
明

に
な

っ
て

い
る

[櫻

田

・
荒
井
]
。

(77
)

村
上
俊
順
。
昭
和

一
〇
年

五
月
、

ア
チ

ッ
ク
に
入
所
、
文
献
索
隠

の
事
業

の
う
ち
地
名
索
引
を
担
当
、

ま
た
同
年

=

月

に
澁
澤
が
理
事

の

「
人

と
な
り
成
立

し
た
日
本

民
族
学
会

は
、
翌
年

か
ら
事

務
所
が

ア
チ

ッ
ク
内

に
移
転

し
、

一
二
年

一
〇
月

に
保

谷

に
移

る
ま

で
あ

っ
た
が

[振

興
会

譲

]
、
村
上
は
学
会
機
関
誌

罠

族
学
研
究
』
の
発
刊
当
初

(昭
和

δ

年

一
月
)
か
ら
昭
和

=

年
九
月
ま
で
事
務
を
担
当
し
た

[古
野

お
ざ
]

[
マ
ン
ス
リ
ー
]
。

昭
和

=
二
年
秋

に
ア
チ
ッ
ク
を
や
め
、
東
京
世

田
谷
区
太

子
堂

に
村
上
書
店
を
開
業

し
た
。
詩
人

と
し
て
数
冊

の
詩
集

を

出
し

て
い
る

[
渋
沢
史
料
館
]
。

(
78
)

詳
細

不
明
。

(
79
)

齋
藤
勇

[
マ
ン
ス
リ
ー
]
。
詳
細
不
明
。

(80
)

松
田
常
彦

[
マ
ン
ス
リ
ー
]
。
詳
細
不
明
。

(18
)

今
井
繁

三
郎

[
マ
ン
ス
リ
⊥

・
詳

細
不
明
・

節



(28
)

澁
澤
栄

一
が
明
治
二
四
年

に
作

っ
た
家
法

に
よ
り
規
定
さ
れ
た

麗

澤
家
同
族
」

は
、
栄

]
が
創
立

に
関
与

し
た
多
数

の
会
社

の
株
を
保
有

し
、

一
族

は
家
法

に
よ
り
決
め
ら
れ
た
配
分
金

を
受

け
た
。
月

に

一
回
、
同
族
会

の
集

ま
り
が
開

か
れ
て

い
た
。

(
83
)

『
喜
界
島
生
活
誌

調
査
要

目
』
の
こ
と
。

(
84
)

織
田
完
之
の
編

に
な
る
書
。
正
編

・
続
編
全

五
九
冊
。

ア
チ

ッ
ク
で
書
写

し
製
本

に
出
し
て

い
た
も

の
と
思

わ
れ
る
。
現
在
、
流
通
経
済
大
学
図

書
館
蔵
。

(
85
)

詳
細
不
明
。

(86
)

す
で
に

『鹿
角
方
言
集
』
を
公
に
し
て
い
た
内
田
は
、
移
転
先
の
静
岡
県
の
方
言
調
査
を
昭
和
六
年
か
暑

手
し
独
自

に
調
査
を
進
め
て
い
た
が
、

静
岡
県
葵
文
庫
長
か
ら
の
紹
介
で
澁
澤
と
出
会
う
。
澁
澤
は
血
友
病
で
歩
行
も
容
易
で
な
か
っ
た
内
田
の
綿
密
な
仕
事
に
驚
嘆
し
、
ア
チ
ッ
ク
か
ら

『静
岡
県
方
言
誌
』
全
三
冊
を
刊
行
し
た
。
そ
の
後
病
状
も
進
み
秋
田
に
疎
開

し
た
が
、
そ
の
地

で
菅
江
真
澄
研
究
会
を

つ
く
り
、
菅
江
真
澄
研
究

に
没
頭
し
た
。

(78
)

内
田
武
志
の
著
作

『静
岡
県
方
言・誌

分
布
調
査
』
で
、
昭
和

=

年

一
〇
月
に

「第

豪

動
植
物
篇

(彙
報
第
六
)
」、

三

年
二
月
に

「第
二

輯
童

幼
語
篇

(彙
報
第

一
四
)
」
「
第
三
輯

民
具
篇

(彙
報
第

二
五
)
」
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
。

(88
)

祝
宮
静
・
昭
和

七
年
・
澁

澤
が
療
養

の
た
め

に
滞
在
し
て

い
た
伊
豆

に
お

い
て
、
大
川
太
郎
左
衛

門
家

が
所
蔵
す

る
大
量

の
古

文
書

に
出
会

い
、

文
書
の
東
京
李

経
済
学
部

へ
の
講

と
史
料
集
の
刊
行
が
進
め
ら
れ
た
。
翌
昭
和
八
年
、
ア
チ
ッ
ク
に
お
い
て
本
格
的
に
整
理
が
開
始
さ
れ
、
大

川
家
近
隣
の
古
文
書
も
含
め
た

『豆
州
内
浦
漁
民
史
料
』
全
四
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
仕
事
を
中
心
的
に
推
進
し
た
の
が
、
当
時
國
學
院
大

学
講
師
の
祝
で
あ

っ
た
。
他
に
昭
和

一
二
年
八
月
に

『近
江
国
野
洲
川
簗
漁
業
史
資
料
』

(彙
報
第

一
八
)
も
刊
行
し
て
い
る
。

(89
)

意
図
さ
れ

て
い
た

罠

具
図
彙
』

は
中
絶
し
た
が

(註

(
回
)
参
照
)
、
こ
れ

に
代

わ
り
刊
行

さ
れ
る

.」
と
と
な

っ
た
。
昭
和

八
年

三

月

か
皇

○
年

一
月

に
か
け

て
・
各
民
具
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
質
問
を
設
定

し
て
、
寄
贈
者
な

い
し
使

用
者

に
対
し
質
問
状
を
発
送
し
回
答
を
得

る
、
と

い
う

か
た
ち
で
纏

め
ら

れ
た
。
村
上
清
文
が
主

に
担
当

し
、
昭
和

一
二
年

五
月

に
ノ
ー
ト
第

一
と
し

て
刊
行
さ
れ
た
。

(
9・
)

山

。
和
雄

の

萌

治
前
期
を
中
心
と
せ
る
内
房
北

部
の
漁
業

と
漁
村
経
済
』

の
こ
と
。

イ

ト
第

工
と
し
て
、
上
が
昭
和

一
〇
年
、
下
が
昭
和

一

一
年

三
月

に
刊
行
さ
れ
た
。

(
91
)

註

(
63
)
参
照
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アチ ック ミューゼアム 日誌(1)

(92
)

註

(
51
)
参

照

(
93
)

山

。

.
櫻

田
共
著

の

『
美
保
関

.
広
島

三
津

・
伊

予
大

三
島

漁
村
探

訪
記
』

(
ノ
ー

第

五
)
の
こ
と
・
昭
和

=

年

百

刊
行
・

(
94
)

註

(
56
)
参

照

(
95
)

奄

美

大

島

の
人

。

(%
)

発
行
者
、
刊
行
年
不
明
。
久
野
謙
次
郎
が
大
蔵
省
よ
り
派
遣
さ
れ
た
際
の
報
告
書
で
あ
る

「徳
之
島
董

と
・
響

者
等
不
明
の
警

史
を
忠

に
し
た

「
喜
界
島
誌
」

か
ら
な
る
。

(79
)

南
島
雑
謂

南
島
雑
話
媛

編
と
も
に
、
薩

藩
士
名
越
左
源
太
時
繁

残
し
た
民
俗
誌
。
幕
末

に
滞
在
し
見
聞
し
た
様
子
を
絵

と
共
に
詳
細

に

記
録
し
た
も

の
。
昭
和

八
年

に
永
井
竜

】
に
よ
り
復
刻

さ
れ
た
。

(%
)

明
塗

七
年

に
坪
井
正
五
郎
ら
が
発
起
人
と
な

っ
た
会
合
が
も
と
と
な

っ
た
日
本
人
類
学
会

の
機
関
誌
。
『人
類
学
会
報
告
』
『東
京
人
類
学
報

此
ロ
』
な
ど
を
経

て
明
治
四
四
年

か
ら

『
人
類
学
雑
誌
』
と
な
る
。

日
本
人

の
起
源
論
、
形
質
、
考
古

な
ど

に
関

す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
が
・
昭
和

四
年

に

『
民
俗
学
』
、
昭
和

一
〇
年

に

『
日
本
民
族
学
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
次
第

に
自
然
人
類
学
、
考
古

学

の
分

野
が
多

く
な

っ
た
。

(
99
)

澁
澤
家

の
書
生
、
松
田
巌
。

(
oo1
)

饗

を
担
当
し

て

い
た
高
木

は
、

の
ち

に
ア
チ

ッ
ク

の
出

版

に
関
し
、
図
表
、
写
真

な
ど
が
豊
富

な
、
贅

沢
な

も

の
で
あ

っ
た

こ
と
を
述

べ
・

「
ム
7
で
も
覚

え
て
い
る
の
は
内
田
武

志
氏

の

『静
岡
県
方
一嘉

』

の
分
布

図

で
、
あ

の
表

は
随
分
高

価
な
表

で
あ

っ
た
・
然

も
枚
数
が
相
当

に
多

か

っ
た
」
と
述
懐
し

て

い
る

[高
木

一
り
お
]
。

(101
)

櫻
田
勝
徳
。
昭
和

δ

年
五
月
に
ア
チ
ッ
ク

へ
は
い
る
。
す
で
に

『漁
村
民
俗
誌
』
を
纏
め
て
お
り
、
祭
魚
洞
文
庫
を
新
設
し
本
格
化
し
始
め

た

ア
チ
ッ
ク
の
漁
業
史
研
究
を
担

っ
た
。
昭
和

δ

年

=

月
に

累

満
漁
夫
の
聞
豊

(イ

ト
第
四
)、

三

月

に
山
・
和
雄
と
共
に

『隠
岐
島
前

漁
村
探
訪
記
』

(イ

ト
第
三
)、
翌
年

百

に
は
同
じ
缶

・
と

『美
保
関

・
広
曇

一津

・
伊
予
大
三
島

漁
村
探
訪
記
』
(ノ
ー
ト
第
五
)
な
ど

を
著
し
た
。
戦
後
、
財
団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
の
理
事
長
を
務
め
た
。
日
誌

の
記
事
は

δ

月
二
吉

に
岐
阜
県

へ
の
調
査
か
ら
帰

っ
た
こ

と
を
指
す

[
マ
ン
ス
リ
ー
]
。

(
201
)

雑
誌

「
あ
し
な
か
」

は
昭
和

一
四
年

の
創

刊

で
あ
り
、
こ

の
項
詳
細
不
明
。

(
塒
)

詳
細

不
明

卸



幽脳

(
姻
二

旅
譜
]

に
よ
れ
ば

ヲ

シ
ナ
カ
研
究
ム
耳
L
と
し

て
伊
豆

三
津

の
松
濤
館

へ
宿
泊
し
た

.、
と
が
わ

か
る
.

[
マ
ン
ス
リ
⊥

に
も

ヲ

シ
ナ
カ
研
究

も
・
去

る
±

月

二
+

三
日
の
・
三
津
会
議

に
於
け
る

「
摘
要
」
大
綱

の
決
定

を
最
後

と
し

て
、
漸

く
終

り
窒

口
げ

る
に
至

つ
た
。
L
と
あ

り
、
澁

澤

の
ほ

か
小
川
・
宮
本
、
磯
貝
、
村
上
が
参
加
し
た

こ
と
が
日
誌

に
記

さ
れ
て

い
る
が
、

[
マ
ン
ス
リ

ー
]

か
ら
は
高
橋

文
太
郎

も
参
加

し
た

こ
と

が
知
ら
れ

る
。

(
501
)

不
明
。

(601
)

『武
蔵
保
谷
郷
土
資
料
』

の
こ
と
。

(
701
)

伊
豆
川
浅
吉
・
昭
和

一
〇
年
六
月

よ
り
ア
チ

ッ
ク

へ
参
加

す
る
.
昭
和

=

年

に
刊

行

さ
れ
た

『土
佐
鰹

漁
業
聞
量
臼
』

(イ

ト
第

≡

、
『
土

佐
捕
鯨
史
』
上

●
下

(昭
和

天

年
刊

彙
報
第
五
三
、
五
四
)
、
昭
和
三
三
年
に
刊
行
さ
れ
た

『日
本
鰹
漁
業
史
』
上

.
下

(常
民
文
化
研
究
第

八
五
・

八
六
)

を
著

す
と
と
も

に
、

『宇
和
島
藩
吉
田
藩
漁

村
経
済
史

料
』
『
同
補
遺
』

(昭
和

一
三
年
刊

、
彙

報
第

二
六
、

二
七
)
、

『
土
佐
室
戸
浮

津
組
捕
鯨
史
料

』

(昭
和

一
四
年
刊

、
彙
報
第

三
六
)

の
編
纂

に
あ
た

っ
た
。

(
801
)

も

と
も

と
大
正

δ

年

、
難

が
鈴
木
醇
ら
友
人
達

と
葉

な
ど
を
集

め
た
と

ワ」
う
か
ら
始
ま

っ
た
ア
チ

ッ
ク
は
、
邸
内
物

置

の
屋
根
裏

で
あ

っ

た
。

そ
の
後
、
車
庫

の
屋
根
裏
を
経

て
、
昭
和

八
年
、

二
階
建

て
の
陳
列
館
兼
研
究
所

が
建
設

さ
れ
た

[
櫻
田
]
。

(畑
二

芳
名
箆

に
よ
れ
ば

麗

児
島
県
大
島
郡
宇
検

養

来
訪
L
と
し
て

鎮

三
男

澁
澤
敬
三

山
本
二
一二
丸

高
橋
文
太
郎

村
上
清
文

伊
豆
川
浅
吉

宮
本
馨

太
郎

市
川
信
次

小
松
勝
美

木
川
半

之
丞

小
川
徹

浜
田
國
義

」
が
参
加

し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

(
O11
)

『
隠
岐
島
前

漁
村
探
訪
記
』

の
こ
と
。

(
m
)

詳

細
不
明
。

(
211
)

『隠
岐
島
前
漁
村
探
訪
記
』

の
こ
と
。

.・

 

*
引
用
文
献

[有
賀

一
〇
認
]

[
市
川

一
Φ
認
]

[内
田

一
零
ω
]

有
賀
喜
左
衛
門

「日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
総
序
」
『日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
』
第

一
巻

(=
=

童
旦
房
)

市
川
信
次

「昭
和
十
年
頃
の
ア
チ
ッ
ク
ミ

ュ
ー
ゼ
ア
ム
」
『日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
』
月
報
17

内
田

ハ
チ

「
ア
チ
ッ
ク
の
こ
ろ
」
『日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
』
月
報
23



アチ ック ミュー ゼアム 日誌(1)

[河
岡

お
お
]

河
岡
武
春

「敬
三
の
人
間
形
成
」
『澁
澤
敬
三
』
上

(澁
澤
敬
三
伝
記
編
纂
刊
行
会
)

[誓

㊤¢
呂

持
垂

郎

「岩
倉
市
郎
氏
喜
界
島
民
俗
調
査
の
こ
と
」
神
奈
川
大
学
呆

常
民
文
化
研
究
所
論
集

屋

史
と
民
俗
』

二

[持

6
り
昌

椿
嘉

一
郎

「
澁
澤
先
生

の
思

い
出
」

『歴
史

と
民
俗
』
七

[
椿

一
〇
8
]

持
嘉

一
郎

「
私

と
ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
」

『
歴
史

と
民
俗
』

}
五

[櫻

田

ぢ
お
]

「
敬
三
と
ア
チ

ッ
ク
ミ

ュ
～
ゼ

ア
ム
」
『
澁
澤
敬

三
』
上

(
澁
澤
敬

三
伝
記
編
纂
刊
行
会

)

[櫻
甲

荒
井
]

櫻
田
勝
徳

.
荒
井
貢
次
郎

「第

=

巻
関
東

・
北
陸
篇

(-
)
解
説
」
冒

本
常
民
生
饗

料
馨

』
第
±

巻

(三

書
房
)

[
澁
澤

一㊤
。。
ら。
]

澁
澤
敬

三

「
ア
チ

ッ
ク
の
成
長
」
『
祭
魚
洞
雑
録
』
、

の
ち

『
澁
澤
敬

三
著

作
集
』
第

一
巻
所
収
。

[
渋
沢
史
料
館
]

「
特
別
展
図
録

屋
根
裏

の
博
物
館
」

(渋
沢
史
料
館

一
九
八
八
)

[拾
遺
]

『
柏
葉
拾
遺
』

昭
和

三

一
年

(柏
窓
会
)

[振

興
会

一
り
。。
出

『
財
団
法
人
民
族

学
振

興
会

五
十
年

の
歩

み
』

(財
団
法
人
民
族
学
振

興
会

)

[杉
本

這
。。
昌

杉
本
行
雄

『
澁
澤
先
生

に
仕
え

て
』
私
家
版

[高
木

一
㊤
詞
]

「
ア
チ

ッ
ク
の
出
版
」

『
日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
』
月
報

1

[古
野

一
零
O
]

「
古
野
清
人
氏
談
話
」

『澁
澤
敬
三
』
上

[
芳
名
簿
]

「
ア
チ

ッ
ク
来
訪
者
芳
名
簿
」
渋
沢
史
料
館
蔵
。
本
稿

で
は
伊
藤
広
之
氏

が
昭
和

六
二
年

に
校
訂
し
た
も

の
に
よ

っ
た
。

[
マ
ン
ス
リ

ー
]

『
ア
チ

ッ
ク

マ
ン
ス
リ
ー
』
第

一
号
～
第
四

四
号
、
季
刊

ア
チ

ッ
ク
翫
1

[宮
本
馨

一
㊤
①
。。
」

宮
本
馨

太
郎

「
民
俗
博
物
館
建
設

へ
の
歩

み
」

『民
俗
博
物
館
論
考
』

(慶
友
社
)

[宮

本
馨

H
㊤
謬
]

宮
本
馨
太
郎

「
第

一
巻
民
具
篇
解

説
」
『
日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
』
第

一
巻

(
三

一
書
房
)

[宮
本
常

一
㊤
刈
ω
]

「農
業

経
営
史
研
究

の
先
達
」

『
早
川
孝
太
郎
全
集
』
第
七
巻

(未
来
社

)

[旅
譜
]

『柏

葉
拾
遺

』
所
収
、

の
ち

『犬
歩
当
棒
録
』
第
三
部
、
『
澁
澤
敬
三
著
作
集
』
第

四
巻

に
収
録

249
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*
参
考
文
献

『澁
澤
敬
三
』
澁
澤
敬
三
伝
記
編
纂
刊
行
会

『澁
澤
敬
三
』
宮
本
常

一

(日
本
民
俗
文
化
体
系
3
)
講
談
社

『昭
和
前
期
日
本
商
工
地
図
集
成
』
柏
書
房

『南
島
文
献
解
題
』
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所

『日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
』
第

一
巻
～
第
二
四
巻

三

一
書
房

『日
本
民
俗
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

『日
本
歴
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

『流
通
経
済
大
学
所
蔵
祭
魚
洞
文
庫
目
録
』
流
通
経
済
大
学
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